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(57)【要約】
　本発明は、Ｎ－ヘタリールメチルピラゾリルカルボキ
サミド誘導体又はそれらのチオカルボキサミド誘導体、
それらを調製する方法、殺菌剤としてのそれらの使用、
特に、組成物の形態における殺菌剤としてのそれらの使
用、並びに、それら化合物又は組成物を使用して植物病
原性菌類（特に、植物の植物病原性菌類）を防除する方
法に関する。
【化１】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

〔式中、
　・　Ｔは、Ｏ又はＳを表し；
　・　Ｘ１及びＸ２（ここで、Ｘ１及びＸ２は、同一であるか又は異なっていることが可
能である）は、塩素原子又はフッ素原子を表し；
　・　Ｚ１は、水素原子、置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アル
キル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ；置換されて
いるか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルケニル；置換されているか若しくは置
換されていないＣ２－Ｃ８－アルキニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ

３－Ｃ７－シクロアルキル；置換されているか若しくは置換されていないＣ３－Ｃ７－シ
クロアルキル－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換されていない３－
オキセタニル；又は、置換されているか若しくは置換されていない３－チエタニルを表し
；
　・　Ｚ２及びＺ３（ここで、Ｚ２及びＺ３は、同一であるか又は異なっていることが可
能である）は、水素原子；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アル
キル；置換されているか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルケニル；置換されて
いるか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルキニル；シアノ；イソニトリル；ニト
ロ；ハロゲン原子；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ
；置換されているか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルケニルオキシ；置換され
ているか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルキニルオキシ；置換されているか若
しくは置換されていないＣ３－Ｃ７－シクロアルキル；置換されているか若しくは置換さ
れていないＣ１－Ｃ８－アルキルスルファニル；置換されているか若しくは置換されてい
ないＣ１－Ｃ８－アルキルスルホニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１

－Ｃ８－アルキルスルフィニル；アミノ；置換されているか若しくは置換されていないＣ

１－Ｃ８－アルキルアミノ；置換されているか若しくは置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８

－アルキルアミノ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ
カルボニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルカルバモ
イル；置換されているか若しくは置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８－アルキルカルバモイ
ル；又は、置換されているか若しくは置換されていないＮ－Ｃ１－Ｃ８－アルキル－Ｃ１

－Ｃ８－アルコキシ－カルバモイルを表し；又は、
　・　Ｚ２とＺ３は、それらが結合している炭素原子と一緒に、置換されているか又は置
換されていないＣ３－Ｃ７－シクロアルキルを形成し；又は、
　・　Ｚ３とＢ基への結合点に隣接している置換基Ｘは、それらが結合している連続した
炭素原子と一緒に、置換されているか又は置換されていない５員、６員又は７員の部分的
飽和の炭素環又はヘテロ環（ここで、該ヘテロ環は、３個以下のヘテロ原子を含んでいる
）を形成し、及び、Ｚ２は、上記で記載されているとおりであり；
　・　Ｂは、同一であるか又は異なっていることが可能な６以下の基Ｘで置換され得る飽
和又は部分的飽和又は不飽和の単環式又は縮合二環式の４員、５員、６員、７員、８員、
９員又は１０員の環（ここで、該環は、Ｎ、Ｏ、Ｓからなるリストの中で選択される１個
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から４個までのヘテロ原子を含んでいる）を表し［但し、Ｂは、２－ピリジル環ではなく
、また、Ｂは、Ｚ１が置換されているか又は置換されていないシクロプロピル基を表す場
合には、１，３－ベンゾジオキソリル環ではない］；
　・　Ｘは、ハロゲン原子；ニトロ；シアノ；イソニトリル；ヒドロキシ；アミノ；スル
ファニル；ペンタフルオロ－λ６－スルファニル；ホルミル；ホルミルオキシ；ホルミル
アミノ；置換されているか若しくは置換されていない（ヒドロキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８

－アルキル；置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ８－アルコキシイミ
ノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ２－Ｃ８

－アルケニルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換さ
れていない（Ｃ２－Ｃ８－アルキニルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換され
ているか若しくは置換されていない（ベンジルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；
カルボキシ；カルバモイル；Ｎ－ヒドロキシカルバモイル；カルバメート；置換されてい
るか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキル；１～５個のハロゲン原子を有して
いるＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル；置換されているか若しくは置換されていないＣ２－
Ｃ８－アルケニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ２－Ｃ８－ハロゲノアルケニ
ル；置換されているか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルキニル；１～５個のハ
ロゲン原子を有しているＣ２－Ｃ８－ハロゲノアルキニル；置換されているか若しくは置
換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ

８－ハロゲノアルコキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アル
キルスルファニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル
スルファニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルスルフ
ィニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルスルフィニ
ル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルスルホニル；１～
５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルスルホニル；置換されて
いるか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルアミノ；置換されているか若しく
は置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８－アルキルアミノ；置換されているか若しくは置換さ
れていないＣ２－Ｃ８－アルケニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ２－
Ｃ８－ハロゲノアルケニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ３－Ｃ

８－アルキニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ２－Ｃ８－ハロゲノアル
キニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ３－Ｃ７－シクロアルキル
；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ３－Ｃ７－ハロゲノシクロアルキル；置換され
ているか若しくは置換されていない（Ｃ３－Ｃ７－シクロアルキル）－Ｃ１－Ｃ８－アル
キル；置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ３－Ｃ７－シクロアルキル）－Ｃ

２－Ｃ８－アルケニル；置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ３－Ｃ７－シク
ロアルキル）－Ｃ２－Ｃ８－アルキニル；置換されているか若しくは置換されていないト
リ（Ｃ１－Ｃ８）アルキルシリル；置換されているか若しくは置換されていないトリ（Ｃ

１－Ｃ８）アルキルシリル－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換され
ていないＣ１－Ｃ８－アルキルカルボニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－
Ｃ８－ハロゲノアルキルカルボニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－
Ｃ８－アルキルカルボニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハ
ロゲノアルキルカルボニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ

８－アルキルカルボニルアミノ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロ
ゲノアルキル－カルボニルアミノ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ

８－アルコキシカルボニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノ
アルコキシカルボニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキ
ルオキシカルボニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノ
アルコキシカルボニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－
アルキルカルバモイル；置換されているか若しくは置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８－ア
ルキルカルバモイル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキル
アミノカルボニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８－
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アルキルアミノカルボニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＮ－（Ｃ

１－Ｃ８－アルキル）ヒドロキシカルバモイル；置換されているか若しくは置換されてい
ないＣ１－Ｃ８－アルコキシカルバモイル；置換されているか若しくは置換されていない
Ｎ－（Ｃ１－Ｃ８－アルキル）－Ｃ１－Ｃ８－アルコキシカルバモイル；同一であるか若
しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るアリール；同一であるか若
しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るＣ１－Ｃ８－アリールアル
キル；同一であるか若しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るＣ２

－Ｃ８－アリールアルケニル；同一であるか若しくは異なっていることが可能な６以下の
基Ｑで置換され得るＣ２－Ｃ８－アリールアルキニル；同一であるか若しくは異なってい
ることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るアリールオキシ；同一であるか若しくは異な
っていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るアリールスルファニル；同一であるか
若しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るアリールアミノ；同一で
あるか若しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るＣ１－Ｃ８－アリ
ールアルキルオキシ；同一であるか若しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置
換され得るＣ１－Ｃ８－アリールアルキルスルファニル；又は、同一であるか若しくは異
なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るＣ１－Ｃ８－アリールアルキルアミ
ノを表し；又は
　・　２つの置換基Ｘは、それらが結合している連続した炭素原子と一緒に、同一である
か若しくは異なっていることが可能な４以下の基Ｑで置換され得る５員又は６員の飽和炭
素環を形成することが可能であり；又は、
　・　Ｚ３とＢ基への結合点に隣接している置換基Ｘは、それらが結合している連続した
炭素原子と一緒に、置換されているか又は置換されていない５員、６員又は７員の部分的
飽和の炭素環又はヘテロ環（ここで、該ヘテロ環は、３個以下のヘテロ原子を含んでいる
）を形成し、及び、Ｚ２は、上記で記載されているとおりであり；
　・　Ｑは、独立して、ハロゲン原子；シアノ；ニトロ；置換されているか若しくは置換
されていないＣ１－Ｃ８－アルキル；同一であるか若しくは異なっていることが可能な１
～９個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル；置換されているか若
しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ；同一であるか若しくは異なっているこ
とが可能な１～９個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルコキシ；置換
されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルスルファニル；同一である
か若しくは異なっていることが可能な１～９個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－
ハロゲノアルキルスルファニル；置換されているか若しくは置換されていないトリ（Ｃ１

－Ｃ８）アルキルシリル；置換されているか若しくは置換されていないトリ（Ｃ１－Ｃ８

）アルキルシリル－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換されていない
（Ｃ１－Ｃ８－アルコキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは
置換されていない（ベンジルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキルを表す〕
で表される化合物、並びに、その塩、Ｎ－オキシド、金属錯体、半金属錯体及び光学活性
異性体又は幾何異性体。
【請求項２】
　Ｚ１が、置換されていないシクロプロピル、水素原子、メチル又はエチルを表す、請求
項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ＴがＯを表す、請求項１又は請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｘ１がフッ素原子を表す、請求項１～３のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｘ２がフッ素原子を表す、請求項１～４のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｚ２及びＺ３が、独立して、水素原子又はメチルを表す、請求項１～５のいずれか１項
に記載の化合物。
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【請求項７】
　Ｚ２が水素原子を表し、且つ、Ｚ３が水素原子又はメチルを表す、請求項１～６のいず
れか１項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｂが、置換されているか若しくは置換されていないチエニル環；置換されているか若し
くは置換されていないベンゾチエニル環；置換されているか若しくは置換されていないキ
ノリニル環；置換されているか若しくは置換されていないイソキノリニル環；又は、置換
されているか若しくは置換されていないベンゾフラン環を表す、請求項１～７のいずれか
１項に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｂが、置換されているか若しくは置換されていないチエニル環を表す、請求項１～８の
いずれか１項に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｂが、置換されているか若しくは置換されていないベンゾチエニル環を表す、請求項１
～８のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｘが、独立して、ハロゲン原子；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ

８－アルキル；同一であるか若しくは異なっていることが可能な９個以下のハロゲン原子
を含んでいるＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル；置換されているか若しくは置換されていな
いＣ１－Ｃ８－アルコキシ；又は、同一であるか若しくは異なっていることが可能な９個
以下のハロゲン原子を含んでいるＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルコキシを表す、請求項１～１
０のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１２】
　活性成分としての有効量の請求項１～１１のいずれか１項に記載の式（Ｉ）で表される
化合物及び農業上許容される支持体、担体又は増量剤を含んでいる、殺菌剤組成物。
【請求項１３】
　作物の植物病原性菌類を防除する方法であって、栽培学的に有効で且つ植物に対して実
質的に毒性を示さない量の請求項１～１１に記載の化合物又は請求項１２に記載の殺菌剤
組成物を、植物がそこで生育しているか若しくは生育することが可能な土壌、植物の葉及
び／若しくは果実、又は、植物の種子に施用することを特徴とする、前記方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｎ－ヘタリールメチルピラゾリルカルボキサミド誘導体又はそれらのチオカ
ルボキサミド誘導体、それらを調製する方法、殺菌剤としてのそれらの使用、特に、組成
物の形態における殺菌剤としてのそれらの使用、並びに、それら化合物又は組成物を使用
して植物病原性菌類（特に、植物の植物病原性菌類）を防除する方法に関する。
【０００２】
　国際特許出願ＷＯ－２００９／０２４３４２においては、特定の殺菌性ピラゾール－４
－カルボン酸アミド類が、下記式：
【０００３】
【化１】

〔式中、Ｒ１は、アルキル基を表すことができ、Ｒ２は、ハロゲノアルキル基を表すこと
ができ、Ｒ１５は、水素原子又はシクロプロピル基を表すことができ、Ｒ３又はＲ４は、
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さまざまな置換基（とりわけ、アルキル基、ハロゲノアルキル基など）を表すことができ
、及び、Ｂは、１～３個のヘテロ原子を含んでいる５～１０員の単環式又は縮合したヘテ
ロ芳香族環系を表すことができる〕
で表される多くの化合物についての広範な開示の中に包括的に含まれている。しかしなが
ら、この文献には、ピラゾリル基の５位の置換基がハロゲン原子を表すことができるその
ような誘導体に関しては、開示も示唆もなされていない。さらに、この文献には、カルボ
キサミド残基の窒素原子に結合したアルキル基、アルコキシ基又はＣ４－Ｃ７－シクロア
ルキル基を含んでいる化合物に関しても、開示も示唆もなされていない。
【０００４】
　特許出願ＣＮ１１８８７６４においては、特定の殺菌性ピラゾール誘導体が、下記式：
【０００５】
【化２】

〔式中、Ｒ１又はＲ２は、アルキル基又はハロゲノアルキル基を表すことができ、Ｘは、
直接結合を表すことができ、Ｒ３は、さまざまな置換基（とりわけ、塩素原子）を表すこ
とができ、Ｒ４は、さまざまな置換基（とりわけ、酸素原子又は硫黄原子）を表すことが
でき、Ｙ及びＺは、直接結合を表すことができ、並びに、Ｑは、さまざまな基（とりわけ
、置換されているベンジル基）を表すことができる〕
で表される多くの化合物についての広範な開示の中に包括的に含まれている。しかしなが
ら、この文献には、カルボキサミド残基の窒素原子に結合したアルキル基、アルコキシ基
又はシクロアルキル基を含んでいる化合物に関しては、開示も示唆もなされていない。さ
らに、この文献には、ピラゾリル基が１－メチル－３－（ジフルオロ、又は、ジクロロ）
メチル－５－（クロロ、又は、フルオロ）－４－ピラゾリル基を表すことができるそのよ
うな誘導体を選択することに関しては、明白な開示も示唆もなされていない。
【０００６】
　国際特許出願ＷＯ－２００８／０１５１８９、国際特許出願ＷＯ－２００８／０３７７
８９、国際特許出願ＷＯ－２００９／０１６２２１及び国際特許出願ＷＯ－２００９／０
１６２２２においては、特定のアミド誘導体が、下記式：
【０００７】
【化３】

〔式中、Ａは、炭素で結合した部分的飽和又は不飽和の置換されることが可能な５員ヘテ
ロシクリル基を表すことができ、Ｚは、置換されている（置換されていない）シクロアル
キル基を表すことができ、並びに、Ｂは、単環式又は縮合した５員及び６員のさまざまな
ヘテロ芳香族環を表すことができる〕
で表される多くの化合物についての広範な開示の中に包括的に含まれている。しかしなが
ら、この文献には、カルボキサミド残基の窒素原子に結合した水素原子、アルキル基又は
アルコキシ基を有している化合物に関しては、開示も示唆もなされていない。さらに、こ
れらの文献には、Ａが１－メチル－３－（ジフルオロ、又は、ジクロロ）メチル－５－（
クロロ、又は、フルオロ）－４－ピラゾリル基を表すことができるそのような誘導体を選
択することに関しても、明白な開示も示唆もなされていない。
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【０００８】
　国際特許出願ＷＯ－２０１０／１３０７６７においては、特定のアミド誘導体が、下記
式：
【０００９】
【化４】

〔式中、Ｘ１及びＸ２は、塩素原子又はフッ素原子を表すことができ、Ｔは、Ｏ又はＳを
表すことができ、Ｚ１は、置換されている（置換されていない）シクロプロピル基を表す
ことができ、Ｚ２及びＺ３は、水素、アルキル基などを表すことができ、Ｙは、Ｎ又はＣ
ＨＲ５であることができ、Ｒ１～Ｒ５は、さまざまな置換基を表すことができ、並びに、
隣接した２つの置換基Ｒは、それらが結合している連続した炭素原子と一緒に、３個以下
のヘテロ原子を含んでいる置換されている（置換されていない）５員又は６員の飽和炭素
環又はヘテロ環を形成することができる〕
で表される多くの化合物についての広範な開示の中に包括的に含まれている。しかしなが
ら、この文献には、カルボキサミド残基の窒素原子に結合した水素原子、アルキル基又は
アルコキシ基を有している化合物に関しては、開示も示唆もなされていない。さらに、こ
の文献には、フェニル環又は２－ピリジル環が単環式又は縮合二環式の別の不飽和ヘテロ
芳香族環で置き換えられ得るそのような誘導体を選択することに関しても、明白な開示も
示唆もなされていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】国際特許出願公開第２００９／０２４３４２号
【特許文献２】中国特許出願公開第１１８８７６４号
【特許文献３】国際特許出願公開第２００８／０１５１８９号
【特許文献４】国際特許出願公開第２００８／０３７７８９号
【特許文献５】国際特許出願公開第２００９／０１６２２１号
【特許文献６】国際特許出願公開第２００９／０１６２２２号
【特許文献７】国際特許出願公開第２０１０／１３０７６７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　農業においては、活性成分に対する抵抗性株の発達を回避するか又は制御するために、
新規殺有害生物剤化合物を使用することに関して、常に高い関心が持たれている。さらに
、既に知られている化合物と少なくとも同等の効力を維持しながら、同時に、使用する活
性化合物の量を低減することを目的として、既に知られている化合物よりも活性が高い新
規化合物を使用することに関しても、高い関心が持たれている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは、上記で記載した効果又は有利な点を有している化合物の新規ファミリー
を見いだした。
【００１３】
　従って、本発明は、式（Ｉ）
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【００１４】
【化５】

〔式中、
　・　Ｔは、Ｏ又はＳを表し；
　・　Ｘ１及びＸ２（ここで、Ｘ１及びＸ２は、同一であるか又は異なっていることが可
能である）は、塩素原子又はフッ素原子を表し；
　・　Ｚ１は、水素原子、置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アル
キル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ；置換されて
いるか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルケニル；置換されているか若しくは置
換されていないＣ２－Ｃ８－アルキニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ

３－Ｃ７－シクロアルキル；置換されているか若しくは置換されていないＣ３－Ｃ７－シ
クロアルキル－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換されていない３－
オキセタニル；又は、置換されているか若しくは置換されていない３－チエタニルを表し
；
　・　Ｚ２及びＺ３（ここで、Ｚ２及びＺ３は、同一であるか又は異なっていることが可
能である）は、水素原子；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アル
キル；置換されているか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルケニル；置換されて
いるか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルキニル；シアノ；イソニトリル；ニト
ロ；ハロゲン原子；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ
；置換されているか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルケニルオキシ；置換され
ているか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルキニルオキシ；置換されているか若
しくは置換されていないＣ３－Ｃ７－シクロアルキル；置換されているか若しくは置換さ
れていないＣ１－Ｃ８－アルキルスルファニル；置換されているか若しくは置換されてい
ないＣ１－Ｃ８－アルキルスルホニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１

－Ｃ８－アルキルスルフィニル；アミノ；置換されているか若しくは置換されていないＣ

１－Ｃ８－アルキルアミノ；置換されているか若しくは置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８

－アルキルアミノ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ
カルボニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルカルバモ
イル；置換されているか若しくは置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８－アルキルカルバモイ
ル；又は、置換されているか若しくは置換されていないＮ－Ｃ１－Ｃ８－アルキル－Ｃ１

－Ｃ８－アルコキシ－カルバモイルを表し；又は、
　・　Ｚ２とＺ３は、それらが結合している炭素原子と一緒に、置換されているか又は置
換されていないＣ３－Ｃ７－シクロアルキルを形成し；又は、
　・　Ｚ３とＢ基への結合点に隣接している置換基Ｘは、それらが結合している連続した
炭素原子と一緒に、置換されているか又は置換されていない５員、６員又は７員の部分的
飽和の炭素環又はヘテロ環（ここで、該ヘテロ環は、３個以下のヘテロ原子を含んでいる
）を形成し、及び、Ｚ２は、上記で記載されているとおりであり；
　・　Ｂは、同一であるか又は異なっていることが可能な６以下の基Ｘで置換され得る飽
和又は部分的飽和又は不飽和の単環式又は縮合二環式の４員、５員、６員、７員、８員、
９員又は１０員の環（ここで、該環は、Ｎ、Ｏ、Ｓからなるリストの中で選択される１個
から４個までのヘテロ原子を含んでいる）を表し［但し、Ｂは、２－ピリジル環ではなく
、また、Ｂは、Ｚ１が置換されているか又は置換されていないシクロプロピル基を表す場
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合には、１，３－ベンゾジオキソリル環ではない］；
　・　Ｘは、ハロゲン原子；ニトロ；シアノ；イソニトリル；ヒドロキシ；アミノ；スル
ファニル；ペンタフルオロ－λ６－スルファニル；ホルミル；ホルミルオキシ；ホルミル
アミノ；置換されているか若しくは置換されていない（ヒドロキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８

－アルキル；置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ８－アルコキシイミ
ノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ２－Ｃ８

－アルケニルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換さ
れていない（Ｃ２－Ｃ８－アルキニルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換され
ているか若しくは置換されていない（ベンジルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；
カルボキシ；カルバモイル；Ｎ－ヒドロキシカルバモイル；カルバメート；置換されてい
るか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキル；１～５個のハロゲン原子を有して
いるＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル；置換されているか若しくは置換されていないＣ２－
Ｃ８－アルケニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ２－Ｃ８－ハロゲノアルケニ
ル；置換されているか若しくは置換されていないＣ２－Ｃ８－アルキニル；１～５個のハ
ロゲン原子を有しているＣ２－Ｃ８－ハロゲノアルキニル；置換されているか若しくは置
換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ

８－ハロゲノアルコキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アル
キルスルファニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル
スルファニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルスルフ
ィニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルスルフィニ
ル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルスルホニル；１～
５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルスルホニル；置換されて
いるか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルアミノ；置換されているか若しく
は置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８－アルキルアミノ；置換されているか若しくは置換さ
れていないＣ２－Ｃ８－アルケニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ２－
Ｃ８－ハロゲノアルケニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ３－Ｃ

８－アルキニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ２－Ｃ８－ハロゲノアル
キニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ３－Ｃ７－シクロアルキル
；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ３－Ｃ７－ハロゲノシクロアルキル；置換され
ているか若しくは置換されていない（Ｃ３－Ｃ７－シクロアルキル）－Ｃ１－Ｃ８－アル
キル；置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ３－Ｃ７－シクロアルキル）－Ｃ

２－Ｃ８－アルケニル；置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ３－Ｃ７－シク
ロアルキル）－Ｃ２－Ｃ８－アルキニル；置換されているか若しくは置換されていないト
リ（Ｃ１－Ｃ８）アルキルシリル；置換されているか若しくは置換されていないトリ（Ｃ

１－Ｃ８）アルキルシリル－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換され
ていないＣ１－Ｃ８－アルキルカルボニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－
Ｃ８－ハロゲノアルキルカルボニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－
Ｃ８－アルキルカルボニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハ
ロゲノアルキルカルボニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ

８－アルキルカルボニルアミノ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロ
ゲノアルキル－カルボニルアミノ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ

８－アルコキシカルボニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノ
アルコキシカルボニル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキ
ルオキシカルボニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノ
アルコキシカルボニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－
アルキルカルバモイル；置換されているか若しくは置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８－ア
ルキルカルバモイル；置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキル
アミノカルボニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないジ－Ｃ１－Ｃ８－
アルキルアミノカルボニルオキシ；置換されているか若しくは置換されていないＮ－（Ｃ

１－Ｃ８－アルキル）ヒドロキシカルバモイル；置換されているか若しくは置換されてい
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ないＣ１－Ｃ８－アルコキシカルバモイル；置換されているか若しくは置換されていない
Ｎ－（Ｃ１－Ｃ８－アルキル）－Ｃ１－Ｃ８－アルコキシカルバモイル；同一であるか若
しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るアリール；同一であるか若
しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るＣ１－Ｃ８－アリールアル
キル；同一であるか若しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るＣ２

－Ｃ８－アリールアルケニル；同一であるか若しくは異なっていることが可能な６以下の
基Ｑで置換され得るＣ２－Ｃ８－アリールアルキニル；同一であるか若しくは異なってい
ることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るアリールオキシ；同一であるか若しくは異な
っていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るアリールスルファニル；同一であるか
若しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るアリールアミノ；同一で
あるか若しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るＣ１－Ｃ８－アリ
ールアルキルオキシ；同一であるか若しくは異なっていることが可能な６以下の基Ｑで置
換され得るＣ１－Ｃ８－アリールアルキルスルファニル；又は、同一であるか若しくは異
なっていることが可能な６以下の基Ｑで置換され得るＣ１－Ｃ８－アリールアルキルアミ
ノを表し；又は
　・　２つの置換基Ｘは、それらが結合している連続した炭素原子と一緒に、同一である
か若しくは異なっていることが可能な４以下の基Ｑで置換され得る５員又は６員の飽和炭
素環を形成することが可能であり；又は、
　・　Ｚ３とＢ基への結合点に隣接している置換基Ｘは、それらが結合している連続した
炭素原子と一緒に、置換されているか又は置換されていない５員、６員又は７員の部分的
飽和の炭素環又はヘテロ環（ここで、該ヘテロ環は、３個以下のヘテロ原子を含んでいる
）を形成し、及び、Ｚ２は、上記で記載されているとおりであり；
　・　Ｑは、独立して、ハロゲン原子；シアノ；ニトロ；置換されているか若しくは置換
されていないＣ１－Ｃ８－アルキル；同一であるか若しくは異なっていることが可能な１
～９個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル；置換されているか若
しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ；同一であるか若しくは異なっているこ
とが可能な１～９個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルコキシ；置換
されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキルスルファニル；同一である
か若しくは異なっていることが可能な１～９個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－
ハロゲノアルキルスルファニル；置換されているか若しくは置換されていないトリ（Ｃ１

－Ｃ８）アルキルシリル；置換されているか若しくは置換されていないトリ（Ｃ１－Ｃ８

）アルキルシリル－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは置換されていない
（Ｃ１－Ｃ８－アルコキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキル；置換されているか若しくは
置換されていない（ベンジルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ８－アルキルを表す〕
で表される誘導体、並びに、その塩、Ｎ－オキシド、金属錯体、半金属錯体及び光学活性
異性体又は幾何異性体を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　特に別途示されていない限り、本発明に従って置換される基又は置換基は、以下の基又
は原子のうちの１つ以上で置換され得る：　ハロゲン原子；ニトロ；ヒドロキシル；シア
ノ；イソニトリル；アミノ；チオ；ペンタフルオロ－λ６－スルファニル基；ホルミル；
ホルミルオキシ；ホルミルアミノ；カルバモイル；Ｎ－ヒドロキシカルバモイル；カルバ
メート；（ヒドロキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ６－アルキル；Ｃ１－Ｃ８－アルキル；トリ（
Ｃ１－Ｃ８－アルキル）シリル；Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル；１～５個のハロゲン原子
を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ３

－Ｃ８－ハロゲノシクロアルキル；Ｃ２－Ｃ８－アルケニル；Ｃ２－Ｃ８－アルキニル；
Ｃ２－Ｃ８－アルケニルオキシ；Ｃ２－Ｃ８－アルキニルオキシ；Ｃ１－Ｃ８－アルキル
アミノ；ジ－Ｃ１－Ｃ８－アルキルアミノ；Ｃ１－Ｃ８－アルコキシ；１～５個のハロゲ
ン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルコキシ；Ｃ１－Ｃ８－アルキルスルファニ
ル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルスルファニル；
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Ｃ２－Ｃ８－アルケニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ２－Ｃ８－ハロ
ゲノアルケニルオキシ；Ｃ３－Ｃ８－アルキニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有し
ているＣ３－Ｃ８－ハロゲノアルキニルオキシ；Ｃ１－Ｃ８－アルキルカルボニル；１～
５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルカルボニル；Ｃ１－Ｃ８

－アルキルカルバモイル；ジ－Ｃ１－Ｃ８－アルキルカルバモイル；Ｎ－Ｃ１－Ｃ８－ア
ルキルオキシカルバモイル；Ｃ１－Ｃ８－アルコキシカルバモイル；Ｎ－Ｃ１－Ｃ８－ア
ルキル－Ｃ１－Ｃ８－アルコキシカルバモイル；Ｃ１－Ｃ８－アルコキシカルボニル；１
～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルコキシカルボニル；Ｃ１－
Ｃ８－アルキルカルボニルオキシ；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハ
ロゲノアルキルカルボニルオキシ；Ｃ１－Ｃ８－アルキルカルボニルアミノ；１～５個の
ハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルカルボニルアミノ；Ｃ１－Ｃ８

－アルキルアミノカルボニルオキシ；ジ－Ｃ１－Ｃ８－アルキルアミノカルボニルオキシ
；Ｃ１－Ｃ８－アルキルオキシカルボニルオキシ；Ｃ１－Ｃ８－アルキルスルファニル；
１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルスルファニル；Ｃ１

－Ｃ８－アルキルスルフィニル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハロ
ゲノアルキルスルフィニル；Ｃ１－Ｃ８－アルキルスルホニル；１～５個のハロゲン原子
を有しているＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキルスルホニル；Ｃ１－Ｃ８－アルキルアミノス
ルファモイル；ジ－Ｃ１－Ｃ８－アルキルアミノスルファモイル；（Ｃ１－Ｃ６－アルコ
キシイミノ）－Ｃ１－Ｃ６－アルキル；（Ｃ１－Ｃ６－アルケニルオキシイミノ）－Ｃ１

－Ｃ６－アルキル；（Ｃ１－Ｃ６－アルキニルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ６－アルキル；
２－オキソピロリジン－１－イル；（ベンジルオキシイミノ）－Ｃ１－Ｃ６－アルキル；
Ｃ１－Ｃ８－アルコキシアルキル；１～５個のハロゲン原子を有しているＣ１－Ｃ８－ハ
ロゲノアルコキシアルキル；ベンジルオキシ；ベンジルスルファニル；ベンジルアミノ；
アリールオキシ；アリールスルファニル、又は、アリールアミノ。
【００１６】
　本発明による化合物は、いずれも、その化合物内の立体単位（ｓｔｅｒｅｏｇｅｎｉｃ
　ｕｎｉｔ）（ＩＵＰＡＣ規則による定義のとおり）の数に応じて、１種類以上の立体異
性体として存在し得る。かくして、本発明は、等しく、全ての立体異性体及び可能な全て
の立体異性体の全ての比率における混合物に関する。当業者は、自体公知の方法により、
立体異性体を分離させることができる。
【００１７】
　本発明によれば、下記総称は、一般に、以下の意味で用いられる：
　・　ハロゲンは、フッ素、臭素、塩素又はヨウ素を意味する。
【００１８】
　・　ヘテロ原子は、窒素、酸素又は硫黄であることができる；
　・　アルキル基、アルケニル基又はアルキニル基は、直鎖又は分枝鎖であることができ
る：
　・　用語「アリール」は、置換されていてもよいフェニル又はナフチルを意味する；
　・　同一であるか又は異なっていることが可能な２つの置換基で置換されているアミノ
基又は別の任意のアミノ含有基のアミノ部分の場合、その２つの置換基は、それらが結合
している窒素原子と一緒に、ヘテロシクリル基、好ましくは、５～７員のヘテロシクリル
基（ここで、該ヘテロシクリル基は、置換されることが可能であり、又は、別のヘテロ原
子を含んでいることが可能である）、例えば、モルホリノ基又はピペリジニル基などを形
成することができる。
【００１９】
　本発明による式（Ｉ）で表される好ましい化合物は、式中のＺ１が置換されていないシ
クロプロピルを表す、式（Ｉ）の化合物である。
【００２０】
　本発明による式（Ｉ）で表される好ましい別の化合物は、式中のＺ１が水素原子を表す
、式（Ｉ）の化合物である。
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【００２１】
　本発明による式（Ｉ）で表される好ましい別の化合物は、式中のＺ１がメチル又はエチ
ルを表す、式（Ｉ）の化合物である。
【００２２】
　本発明による式（Ｉ）で表される好ましい別の化合物は、式中のＴがＯを表す、式（Ｉ
）の化合物である。
【００２３】
　本発明による式（Ｉ）で表される好ましい別の化合物は、式中のＸ１がフッ素原子を表
す、式（Ｉ）の化合物である。
【００２４】
　本発明による式（Ｉ）で表される好ましい別の化合物は、式中のＸ２がフッ素原子を表
す、式（Ｉ）の化合物である。
【００２５】
　本発明による式（Ｉ）で表される好ましい別の化合物は、式中のＺ２及びＺ３が独立し
て水素原子又はメチルを表す、式（Ｉ）の化合物である。
【００２６】
　本発明による式（Ｉ）で表されるさらに好ましい化合物は、式中のＺ２が水素原子を表
し且つＺ３が水素原子又はメチルを表す、式（Ｉ）の化合物である。
【００２７】
　本発明による好ましい別の化合物は、式中のＢが、置換されているか若しくは置換され
ていないチエニル環；置換されているか若しくは置換されていないベンゾチエニル環；置
換されているか若しくは置換されていないキノリニル環；置換されているか若しくは置換
されていないイソキノリニル環；又は、置換されているか若しくは置換されていないベン
ゾフラン環を表す、式（Ｉ）の化合物である。
【００２８】
　本発明によるさらに好ましい化合物は、式中のＢが置換されているか若しくは置換され
ていないチエニル環を表す、式（Ｉ）の化合物である。本発明によるさらに好ましい別の
化合物は、式中のＢが置換されているか若しくは置換されていないベンゾチエニル環を表
す、式（Ｉ）の化合物である。
【００２９】
　本発明による好ましい別の化合物は、式中のＸが独立して、ハロゲン原子；置換されて
いるか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルキル；同一であるか若しくは異なって
いることが可能な９個以下のハロゲン原子を含んでいるＣ１－Ｃ８－ハロゲノアルキル；
置換されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ８－アルコキシ；又は、同一である
か若しくは異なっていることが可能な９個以下のハロゲン原子を含んでいるＣ１－Ｃ８－
ハロゲノアルコキシを表す、式（Ｉ）の化合物である。
【００３０】
　本発明による式（Ｉ）で表される化合物の置換基に関して上記で挙げた好ましい態様は
、個別的に又は部分的に又は全体的に、さまざまに組み合わせることができる。好ましい
態様についてのそれらの組合せは、かくして、本発明による化合物のサブクラスを提供す
る。本発明による好ましい化合物のそのようなサブクラスの例では、以下のものを組み合
わせることができる：
　－　Ｔの好ましい態様と１以上のＸ１、Ｘ２、Ｚ１～Ｚ３、Ｂ及びＸの好ましい態様；
　－　Ｘ１の好ましい態様と１以上のＴ、Ｘ２、Ｚ１～Ｚ３、Ｂ及びＸの好ましい態様；
　－　Ｘ２の好ましい態様と１以上のＴ、Ｘ１、Ｚ１～Ｚ３、Ｂ及びＸの好ましい態様；
　－　Ｚ１の好ましい態様と１以上のＴ、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ２、Ｚ３、Ｂ及びＸの好ましい
態様；
　－　Ｚ２の好ましい態様と１以上のＴ、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１、Ｚ３、Ｂ及びＸの好ましい
態様；
　－　Ｚ３の好ましい態様と１以上のＴ、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ２、Ｚ４、Ｂ及びＸの好ましい
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態様；
　－　Ｂの好ましい態様と１以上のＴ、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１～Ｚ３及びＸの好ましい態様；
　－　Ｘの好ましい態様と１以上のＴ、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１～Ｚ３及びＢの好ましい態様。
【００３１】
　本発明による化合物の置換基の好ましい態様についての上記組合せにおいて、当該好ま
しい態様を、Ｔ、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１～Ｚ３、Ｂ及びＸのそれぞれのさらに好ましい態様の
中で選択して、本発明による化合物の最も好ましいサブクラスを構成させることもできる
。
【００３２】
　本発明は、さらにまた、式（Ｉ）で表される化合物を調製する方法にも関する。
【００３３】
　かくして、本発明のさらなる態様により、本明細書中で定義されている式（Ｉ）〔式中
、ＴはＯを表す〕で表される化合物を調製するための調製方法Ｐ１が提供され、ここで、
該調製方法は、式（ＩＩ）：
【００３４】
【化６】

〔式中、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３及びＢは、本明細書中で定義されているとおりである〕
で表されるＮ－置換アミン誘導体又はその塩のうちの１種類を、式（ＩＩＩ）：
【００３５】
【化７】

〔式中、Ｘ１及びＸ２は、本明細書中で定義されているとおりであり、並びに、Ｌ１は、
ハロゲン原子、ヒドロキシル基、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ（ここで、Ｒａは、置換
されているか若しくは置換されていないＣ１－Ｃ６－アルキル基、置換されているか若し
くは置換されていないＣ１－Ｃ６－ハロアルキル基、ベンジル基、４－メトキシベンジル
基又はペンタフルオロフェニル基である）からなるリストの中で選択される脱離基を表す
〕
で表されるカルボン酸誘導体と、触媒の存在下で、及び、Ｌ１がヒドロキシル基を表す場
合には縮合剤の存在下で、及び、Ｌ１がハロゲン原子を表す場合には酸結合剤の存在下で
、反応させることを含む。
【００３６】
　式（ＩＩ）で表されるＮ－置換アミン誘導体は、既知であるか、又は、アルデヒド若し
くはケトンの還元的アミノ化（Ｂｉｏｏｒｇａｎｉｃｓ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　
Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ　（２００６），　２０１４）又はイミンの還元（
Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　（２００５），　１１６８９）又はハロゲン、メシラート若し
くはトシラートの求核置換反応（Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｒｙ　（２００２），　３８８７）などの既知調製方法によって調製することがで
きる。
【００３７】



(14) JP 2013-542215 A 2013.11.21

10

20

30

40

　式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸誘導体は、調製方法Ｐ２によって調製することがで
きる。 
　Ｌ１がヒドロキシ基を表す場合、本発明による調製方法は縮合剤の存在下で実施する。
適切な縮合剤は、以下のものからなる非限定的なリストの中で選択することができる：酸
ハロゲン化物形成物質、例えば、ホスゲン、三臭化リン、三塩化リン、五塩化リン、三塩
化リン酸化物（ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｕｓ　ｔｒｉｃｈｌｏｒｉｄｅ　ｏｘｉｄｅ）若しく
は塩化チオニル；無水物形成物質、例えば、クロロギ酸エチル、クロロギ酸メチル、クロ
ロギ酸イソプロピル、クロロギ酸イソブチル若しくはメタンスルホニルクロリド；カルボ
ジイミド類、例えば、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボジイミド（ＤＣＣ）、又は、別
の慣習的な縮合剤、例えば、五酸化リン、ポリリン酸、Ｎ，Ｎ’－カルボニル－ジイミダ
ゾール、２－エトキシ－Ｎ－エトキシカルボニル－１，２－ジヒドロキノリン（ＥＥＤＱ
）、トリフェニルホスフィン／テトラクロロ－メタン、４－（４，６－ジメトキシ［１．
３．５］－トリアジン－２－イル）－４－メチルモルホリニウムクロリド水和物、ブロモ
－トリピロリジノ－ホスホニウム－ヘキサフルオロホスフェート若しくは無水プロパンホ
スホン酸（Ｔ３Ｐ）。
【００３８】
　本発明による調製方法は、触媒の存在下で実施する。適切な触媒は、４－ジメチル－ア
ミノピリジン、１－ヒドロキシ－ベンゾトリアゾール又はジメチルホルムアミドからなる
リストの中で選択することができる。
【００３９】
　Ｌ１がハロゲン原子を表す場合、本発明による調製方法は酸結合剤の存在下で実施する
。本発明による調製方法Ｐ１を実施するのに適した酸結合剤は、何れの場合にも、そのよ
うな反応に関して慣習的な全ての無機塩基及び有機塩基である。好ましくは、以下のもの
を使用する：アルカリ土類金属、アルカリ金属水素化物、アルカリ金属水酸化物、又は、
アルカリ金属アルコキシド、例えば、水酸化ナトリウム、水素化ナトリウム、水酸化カル
シウム、水酸化カリウム、カリウムｔｅｒｔ－ブトキシド、又は、別の水酸化アンモニウ
ム、アルカリ金属炭酸塩、例えば、炭酸セシウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、重炭
酸カリウム、重炭酸ナトリウム、アルカリ金属若しくはアルカリ土類金属の酢酸塩、例え
ば、酢酸ナトリウム、酢酸カリウム、酢酸カルシウム、及び、さらに、第三級アミン、例
えば、トリメチルアミン、トリエチルアミン、ジイソプロピルエチルアミン、トリブチル
アミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、ピリジン、Ｎ－メチルピペリジン、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミノピリジン、ジアザビシクロオクタン（ＤＡＢＣＯ）、ジアザビシクロノネン（Ｄ
ＢＮ）又はジアザビシクロウンデセン（ＤＢＵ）。
【００４０】
　付加的な縮合剤の非存在下で実施することも可能であるか、又は、過剰量の当該アミン
成分を用いてそのアミン成分を同時に酸結合剤として作用させることも可能である。
【００４１】
　本発明のさらなる態様により、下記反応スキーム：
　調製方法Ｐ２
【００４２】
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【化８】

〔ここで、Ｘ２は、本明細書中で定義されているとおりである〕
によって例証されている、式（ＩＩＩ）〔式中、ＴはＯを表す〕で表されるカルボン酸誘
導体を調製するための調製方法Ｐ２が提供される。
【００４３】
　５－クロロ－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルバ
ルデヒドは、ＷＯ－２００４／０１４１３８（参考実施例３５）から既知である。
【００４４】
　調製方法Ｐ２の段階１は、酸化剤の存在下で、及び、適切な場合には、溶媒の存在下で
、実施する。
【００４５】
　調製方法Ｐ２の段階２及び段階５は、酸ハロゲン化物の存在下で、及び、適切な場合に
は、溶媒の存在下で実施する。
【００４６】
　調製方法Ｐ２の段階３は、フッ素化剤の存在下で、及び、適切な場合には、溶媒の存在
下で実施する。
【００４７】
　調製方法Ｐ２の段階４は、酸又は塩基の存在下で、及び、適切な場合には、溶媒の存在
下で実施する。
【００４８】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階１を実施するのに適している酸化剤は、いずれの場合
にも、そのような反応に慣習的な全ての無機酸化剤及び有機酸化剤である。好ましくは、
過マンガン酸ベンジルトリエチルアンモニウム、臭素、塩素、ｍ－クロロ過安息香酸、ク
ロム酸、酸化クロム（ＶＩ）、過酸化水素、過酸化水素－三フッ化ホウ素、過酸化水素－
尿素、２－ヒドロキシペルオキシヘキサフルオロ－２－プロパノール、ヨウ素、酸素－白
金触媒、過安息香酸、硝酸ペルオキシアセチル、過マンガン酸カリウム、ルテニウム酸カ
リウム、二クロム酸ピリジニウム、酸化ルテニウム（ＶＩＩＩ）、酸化銀（Ｉ）、酸化銀
（ＩＩ）、亜硝酸銀、亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸ナトリウム又は２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン－１－オキシルを使用する。
【００４９】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階２及び段階５を実施するのに適している酸ハロゲン化
物は、いずれの場合にも、そのような反応に慣習的な全ての有機酸ハロゲン化物又は無機
酸ハロゲン化物である。好ましくは、特に、ホスゲン、三塩化リン、五塩化リン、三塩化
リン酸化物（ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｕｓ　ｔｒｉｃｈｌｏｒｉｄｅ　ｏｘｉｄｅ）、塩化チ
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オニル又は四塩化炭素－トリフェニルホスフィンを使用する。
【００５０】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階３を実施するのに適しているフッ素化剤は、いずれの
場合にも、そのような反応に慣習的な全てのフッ素化剤である。好ましくは、フッ化セシ
ウム、フッ化カリウム、フッ化カリウム－二フッ化カルシウム又はテトラブチルアンモニ
ウムフルオリドを使用する。
【００５１】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階１～段階５を実施する場合、その反応温度は、独立し
て、比較的広い範囲内で変えることができる。一般に、本発明による調製方法は、０℃～
１６０℃の温度で、好ましくは、１０℃～１２０℃の温度で、実施する。本発明による調
製方法に関して温度を制御する方法では、マイクロ波技術を使用する。
【００５２】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階１～段階５は、一般に、独立して、大気圧下で実施す
る。しかしながら、いずれの場合にも、高圧下又は減圧下で実施することも可能である。
【００５３】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階１を実施する場合、式（ＩＶ）で表されるアルデヒド
の１モル当たり、一般に、１モル又は過剰量の酸化剤を使用する。当該反応成分を別の比
率で使用することも可能である。
【００５４】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階２及び段階５を実施する場合、式（ＩＩＩａ）又は式
（ＩＩＩｄ）で表される酸の１モル当たり、一般に、１モル又は過剰量の酸ハロゲン化物
を使用する。当該反応成分を別の比率で使用することも可能である。
【００５５】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階３を実施する場合、酸塩化物（ＩＩＩｂ）の１モル当
たり、一般に、１モル又は過剰量のフッ素化剤を使用する。当該反応成分を別の比率で使
用することも可能である。
【００５６】
　本発明による調製方法Ｐ２の段階４を実施する場合、酸フッ化物（ＩＩＩｃ）の１モル
当たり、一般に、１モル又は過剰量の酸又は塩基を使用する。当該反応成分を別の比率で
使用することも可能である。
【００５７】
　本発明のさらなる態様により、下記反応スキーム：
　調製方法Ｐ３
【００５８】
【化９】

〔ここで、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３及びＢは、本明細書中で定義されているとおり
である〕
によって例証されている、式（Ｉ）〔式中、ＴはＯを表す〕で表される化合物から出発し
て、場合により触媒量又は化学量論的量（ｓｔｏｅｃｈｉｏｍｅｔｒｉｃ）又はそれより
多い量の塩基（例えば、無機塩基及び有機塩基）の存在下で式（Ｉ）〔式中、ＴはＳを表
す〕で表される化合物を調製するための調製方法Ｐ３が提供される。好ましくは、以下の
ものを使用する：アルカリ金属炭酸塩、例えば、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、重炭酸
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カリウム、重炭酸ナトリウム；ヘテロ環式芳香族塩基、例えば、ピリジン、ピコリン、ル
チジン、コリジン；及び、さらに、第３級アミン、例えば、トリメチルアミン、トリエチ
ルアミン、トリブチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノピリ
ジン又はＮ－メチル－ピペリジン。
【００５９】
　本発明による調製方法Ｐ３は、チオン化剤（ｔｈｉｏｎａｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）の存
在下で実施する。
【００６０】
　式（Ｉ）で表される出発アミド誘導体は、調製方法Ｐ１に従って調製することができる
。
【００６１】
　本発明による調製方法Ｐ３を実施するのに適したチオン化剤は、硫黄（Ｓ）、メルカプ
ト酸（ｓｕｌｆｈｙｄｒｉｃ　ａｃｉｄ）（Ｈ２Ｓ）、硫化ナトリウム（Ｎａ２Ｓ）、水
硫化ナトリウム（ＮａＨＳ）、三硫化ホウ素（Ｂ２Ｓ３）、ビス（ジエチルアルミニウム
）スルフィド（（ＡｌＥｔ２）２Ｓ）、硫化アンモニウム（（ＮＨ４）２Ｓ）、五硫化リ
ン（ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｕｓ　ｐｅｎｔａｓｕｌｆｉｄｅ）（Ｐ２Ｓ５）、ローソン試薬
（２，４－ビス（４－メトキシフェニル）－１，２，３，４－ジチアジホスフェタン－２
，４－ジスルフィド）又はポリマー担持チオン化試薬（例えば、「Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ
　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ，　Ｐｅｒｋｉｎ　１　（２００１），　
３５８」に記載されているポリマー担持チオン化試薬）であり得る。
【００６２】
　後処理は、慣習的な方法で実施する。一般に、当該反応混合物を水で処理し、その有機
相を分離し、脱水後、減圧下に濃縮する。適切な場合には、残った残渣から、依然として
存在している可能性のある不純物を、クロマトグラフィー、再結晶又は蒸留などの慣習的
な方法によって除去することができる。
【００６３】
　本発明の化合物は、上記で記載した一般的な調製方法に準じて調製することができる。
それにもかかわらず、当業者が、自分の一般的な知識及び利用可能な刊行物に基づいて、
合成することが望ましい本発明化合物のそれぞれの特性に応じて該調製方法を適合させる
ことができるということは理解されるであろう。
【００６４】
　さらなる態様において、本発明は、有効で且つ植物に対して毒性を示さない量の式（Ｉ
）で表される活性化合物を含んでいる殺菌剤組成物にも関する。
【００６５】
　「有効で且つ植物に対して毒性を示さない量」という表現は、作物上に存在しているか
又はおそらく出現するであろう菌類を防除又は駆除するのに充分で、且つ、該作物につい
て植物毒性の感知可能などのような症状も引き起こすことのない、本発明組成物の量を意
味する。そのような量は、防除対象の菌類、作物の種類、気候条件、及び、本発明の殺菌
剤組成物に含まれている化合物に応じて、広い範囲内で変動し得る。そのような量は、当
業者が実行可能な範囲内にある体系的な圃場試験により決定することが可能である。
【００６６】
　かくして、本発明により、活性成分としての有効量の本明細書中で定義されている式（
Ｉ）で表される化合物及び農業上許容される支持体、担体又は増量剤を含んでいる殺菌剤
組成物が提供される。
【００６７】
　本発明によれば、用語「支持体（ｓｕｐｐｏｒｔ）」は、式（Ｉ）の活性化合物と組み
合わせて又は関連させて、特に植物の一部分に対して、より容易に施用できるようにする
、天然又は合成の有機化合物又は無機化合物を意味する。このような支持体は、従って、
一般に不活性であり、また、農業上許容されるものであるべきである。支持体は、固体で
あることができるし、又は、液体であることもできる。適切な支持体の例としては、クレ
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ー、天然又は合成のシリケート、シリカ、樹脂、蝋、固形肥料、水、アルコール（特に、
ブタノール）、有機溶媒、鉱油及び植物油、並びに、それらの誘導体などを挙げることが
できる。このような支持体の混合物を使用することもできる。
【００６８】
　本発明の組成物には、さらにまた、付加的な成分も含有させることができる。特に、該
組成物には、さらに、界面活性剤を含有させることができる。該界面活性剤は、イオン性
若しくは非イオン性のタイプの乳化剤、分散剤若しくは湿潤剤であることが可能であるか
、又は、そのような界面活性剤の混合物であることが可能である。例えば、以下のものを
挙げることができる：ポリアクリル酸塩、リグノスルホン酸塩、フェノールスルホン酸塩
若しくはナフタレンスルホン酸塩、エチレンオキシドと脂肪アルコールの重縮合物若しく
はエチレンオキシドと脂肪酸の重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂肪アミンの重縮合
物、置換されているフェノール（特に、アルキルフェノール又はアリールフェノール）、
スルホコハク酸エステルの塩、タウリン誘導体（特に、アルキルタウレート）、ポリオキ
シエチル化アルコールのリン酸エステル若しくはポリオキシエチル化フェノールのリン酸
エステル、ポリオールの脂肪酸エステル、並びに、硫酸官能基、スルホン酸官能基及びリ
ン酸官能基を含んでいる上記化合物の誘導体。該活性化合物及び／又は該不活性支持体が
水不溶性である場合、並びに、施用のための媒介物（ｖｅｃｔｏｒ　ａｇｅｎｔ）が水で
ある場合、一般に、少なくとも１種類の界面活性剤を存在させることが必要である。好ま
しくは、界面活性剤の含有量は、該組成物の５重量％～４０重量％であり得る。
【００６９】
　場合により、さらなる成分、例えば、保護コロイド、粘着剤、増粘剤、揺変剤、浸透剤
、安定化剤、金属イオン封鎖剤などを含ませることもできる。さらに一般的には、該活性
化合物は、通常の製剤技術に従う固体又は液体の任意の添加剤と組み合わせることが可能
である。
【００７０】
　一般に、本発明の組成物には、０．０５～９９重量％の活性化合物、好ましくは、１０
～７０重量％の活性化合物を含有させることができる。
【００７１】
　本発明の組成物は、エーロゾルディスペンサー、カプセル懸濁液剤、冷煙霧濃厚剤（ｃ
ｏｌｄ　ｆｏｇｇｉｎｇ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、散粉性粉剤、乳剤、水中油型エマ
ルション剤、油中水型エマルション剤、カプセル化粒剤、細粒剤、種子処理用フロアブル
剤、ガス剤（加圧下）、ガス生成剤（ｇａｓ　ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ　ｐｒｏｄｕｃｔ）
、粒剤、温煙霧濃厚剤（ｈｏｔ　ｆｏｇｇｉｎｇ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、大型粒剤
、微粒剤、油分散性粉剤、油混和性フロアブル剤、油混和性液剤、ペースト剤、植物用棒
状剤（ｐｌａｎｔ　ｒｏｄｌｅｔ）、乾燥種子処理用粉剤、農薬粉衣種子、可溶性濃厚剤
（ｓｏｌｕｂｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、可溶性粉剤、種子処理用溶液剤、懸濁製
剤（フロアブル剤）、微量散布用液剤（ｕｌｔｒａ　ｌｏｗ　ｖｏｌｕｍｅ　（ＵＬＶ）
　ｌｉｑｕｉｄ）、微量散布用懸濁液剤（ｕｌｔｒａ　ｌｏｗ　ｖｏｌｕｍｅ　（ＵＬＶ
）　ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ）、顆粒水和剤、水分散性錠剤、スラリー処理用水和剤、水溶
性顆粒剤、水溶性錠剤、種子処理用水溶性粉剤及び水和剤などのような、さまざまな形態
で使用することが可能である。これらの組成物には、処理対象の植物又は種子に対して噴
霧装置又は散粉装置のような適切な装置を用いて施用される状態にある組成物のみではな
く、作物に対して施用する前に希釈することが必要な商業的な濃厚組成物も包含される。
【００７２】
　本発明の化合物は、さらにまた、１種類以上の殺虫剤、殺菌剤、殺細菌剤、誘引剤、殺
ダニ剤若しくはフェロモン活性物質、又は、生物学的活性を有する別の化合物と混合する
こともできる。そのようにして得られた混合物は、通常、拡大された活性スペクトルを有
する。別の殺菌剤化合物との混合物が特に有利である。
【００７３】
　適切な混合相手殺菌剤の例は、下記リストの中で選択され得る：
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　（１）　エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、（１．１）アルジモルフ（１７０
４－２８－５）、（１．２）アザコナゾール（６０２０７－３１－０）、（１．３）ビテ
ルタノール（５５１７９－３１－２）、（１．４）ブロムコナゾール（１１６２５５－４
８－２）、（１．５）シプロコナゾール（１１３０９６－９９－４）、（１．６）ジクロ
ブトラゾール（７５７３６－３３－３）、（１．７）ジフェノコナゾール（１１９４４６
－６８－３）、（１．８）ジニコナゾール（８３６５７－２４－３）、（１．９）ジニコ
ナゾール－Ｍ（８３６５７－１８－５）、（１．１０）ドデモルフ（１５９３－７７－７
）、（１．１１）酢酸ドデモルフ（３１７１７－８７－０）、（１．１２）エポキシコナ
ゾール（１０６３２５－０８－０）、（１．１３）エタコナゾール（６０２０７－９３－
４）、（１．１４）フェナリモール（６０１６８－８８－９）、（１．１５）フェンブコ
ナゾール（１１４３６９－４３－６）、（１．１６）フェンヘキサミド（１２６８３３－
１７－８）、（１．１７）フェンプロピジン（６７３０６－００－７）、（１．１８）フ
ェンプロピモルフ（６７３０６－０３－０）、（１．１９）フルキンコナゾール（１３６
４２６－５４－５）、（１．２０）フルルプリミドール（５６４２５－９１－３）、（１
．２１）フルシラゾール（８５５０９－１９－９）、（１．２２）フルトリアホール（７
６６７４－２１－０）、（１．２３）フルコナゾール（１１２８３９－３３－５）、（１
．２４）フルコナゾール－シス（１１２８３９－３２－４）、（１．２５）ヘキサコナゾ
ール（７９９８３－７１－４）、（１．２６）イマザリル（６０５３４－８０－７）、（
１．２７）硫酸イマザリル（５８５９４－７２－２）、（１．２８）イミベンコナゾール
（８６５９８－９２－７）、（１．２９）イプコナゾール（１２５２２５－２８－７）、
（１．３０）メトコナゾール（１２５１１６－２３－６）、（１．３１）ミクロブタニル
（８８６７１－８９－０）、（１．３２）ナフチフィン（６５４７２－８８－０）、（１
．３３）ヌアリモール（６３２８４－７１－９）、（１．３４）オキシポコナゾール（１
７４２１２－１２－５）、（１．３５）パクロブトラゾール（７６７３８－６２－０）、
（１．３６）ペフラゾエート（１０１９０３－３０－４）、（１．３７）ペンコナゾール
（６６２４６－８８－６）、（１．３８）ピペラリン（３４７８－９４－２）、（１．３
９）プロクロラズ（６７７４７－０９－５）、（１．４０）プロピコナゾール（６０２０
７－９０－１）、（１．４１）プロチオコナゾール（１７８９２８－７０－６）、（１．
４２）ピリブチカルブ（８８６７８－６７－５）、（１．４３）ピリフェノックス（８８
２８３－４１－４）、（１．４４）キンコナゾール（１０３９７０－７５－８）、（１．
４５）シメコナゾール（１４９５０８－９０－７）、（１．４６）スピロキサミン（１１
８１３４－３０－８）、（１．４７）テブコナゾール（１０７５３４－９６－３）、（１
．４８）テルビナフィン（９１１６１－７１－６）、（１．４９）テトラコナゾール（１
１２２８１－７７－３）、（１．５０）トリアジメホン（４３１２１－４３－３）、（１
．５１）トリアジメノール（８９４８２－１７－７）、（１．５２）トリデモルフ（８１
４１２－４３－３）、（１．５３）トリフルミゾール（６８６９４－１１－１）、（１．
５４）トリホリン（２６６４４－４６－２）、（１．５５）トリチコナゾール（１３１９
８３－７２－７）、（１．５６）ウニコナゾール（８３６５７－２２－１）、（１．５７
）ウニコナゾール－ｐ（８３６５７－１７－４）、（１．５８）ビニコナゾール（７７１
７４－６６－４）、（１．５９）ボリコナゾール（１３７２３４－６２－９）、（１．６
０）１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）
シクロヘプタノール（１２９５８６－３２－９）、（１．６１）１－（２，２－ジメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン
酸メチル（１１０３２３－９５－０）、（１．６２）Ｎ’－｛５－（ジフルオロメチル）
－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－
Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メ
チル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェ
ニル｝イミドホルムアミド、及び、（１．６４）Ｏ－［１－（４－メトキシフェノキシ）
－３，３－ジメチルブタン－２－イル］　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボチオエート（
１１１２２６－７１－２）；
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　（２）　複合体Ｉ又はＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（２．１）ビキサフェン
（５８１８０９－４６－３）、（２．２）ボスカリド（１８８４２５－８５－６）、（２
．３）カルボキシン（５２３４－６８－４）、（２．４）ジフルメトリム（１３０３３９
－０７－０）、（２．５）フェンフラム（２４６９１－８０－３）、（２．６）フルオピ
ラム（６５８０６６－３５－４）、（２．７）フルトラニル（６６３３２－９６－５）、
（２．８）フルキサピロキサド（９０７２０４－３１－３）、（２．９）フラメトピル（
１２３５７２－８８－３）、（２．１０）フルメシクロックス（６０５６８－０５－０）
、（２．１１）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ
）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）（８８１６
８５－５８－１）、（２．１２）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１Ｒ
Ｓ、４ＳＲ、９ＳＲ）、（２．１３）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー
　１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー
　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１
ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー
　１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　
１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．１８）メプロニル（５５８１４－４１－０）、（２．１９）
オキシカルボキシン（５２５９－８８－１）、（２．２０）ペンフルフェン（４９４７９
３－６７－８）、（２．２１）ペンチオピラド（１８３６７５－８２－３）、（２．２２
）セダキサン（８７４９６７－６７－６）、（２．２３）チフルザミド（１３００００－
４０－７）、（２．２４）１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエ
トキシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（２．２５）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，
２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
２．２６）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３
，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（２．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプ
ロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド（１０９２４００－９５－７）（ＷＯ　２００８１４８５７０）、（２．
２８）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメ
チル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－アミン（１２
１００７０－８４－０）（ＷＯ　２０１００２５４５１）、（２．２９）Ｎ－［９－（ジ
クロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イ
ル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、（２．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テ
トラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、及び、（２．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４
Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフ
タレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド；
　（３）　複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（３．１）アメトクトラジン
（８６５３１８－９７－４）、（３．２）アミスルブロム（３４８６３５－８７－０）、
（３．３）アゾキシストロビン（１３１８６０－３３－８）、（３．４）シアゾファミド
（１２０１１６－８８－３）、（３．５）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙ
ｓｔｒｏｂｉｎ）（８５０８８１－３０－０）、（３．６）クモキシストロビン（ｃｏｕ
ｍｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８５０８８１－７０－８）、（３．７）ジモキシストロビン
（１４１６００－５２－４）、（３．８）エネストロブリン（２３８４１０－１１－２）
（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．９）ファモキサドン（１３１８０７－５７－
３）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１０）フェンアミドン（１６１３２６－
３４－７）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１１）フェノキシストロビン（ｆ
ｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（９１８１６２－０２－４）、（３．１２）フルオキサスト
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ロビン（３６１３７７－２９－９）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１３）ク
レソキシム－メチル（１４３３９０－８９－０）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（
３．１４）メトミノストロビン（１３３４０８－５０－１）（ＷＯ　２００４／０５８７
２３）、（３．１５）オリサストロビン（１８９８９２－６９－１）（ＷＯ　２００４／
０５８７２３）、（３．１６）ピコキシストロビン（１１７４２８－２２－５）（ＷＯ　
２００４／０５８７２３）、（３．１７）ピラクロストロビン（１７５０１３－１８－０
）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１８）ピラメトストロビン（ｐｙｒａｍｅ
ｔｏｓｔｒｏｂｉｎ）（９１５４１０－７０－７）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、
（３．１９）ピラオキシストロビン（ｐｙｒａｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８６２５８８－
１１－２）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．２０）ピリベンカルブ（７９９２
４７－５２－２）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．２１）トリクロピリカルブ
（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒｉｃａｒｂ）（９０２７６０－４０－１）、（３．２２）トリフロ
キシストロビン（１４１５１７－２１－７）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．
２３）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フル
オロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル
エタンアミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メトキ
シイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチ
ル）フェニル］エチルデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド（ＷＯ　
２００４／０５８７２３）、（３．２５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチ
ル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝
イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド（１５８１６９－７３－４）、（３．２６）（
２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェ
ニルエテニル］オキシ｝フェニル）エチルデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－
２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド（３２６８９６－２８－０）、（３．
２７）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジクロロフェニル
）ブタ－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキ
シイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（３．２８）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－ト
リメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミ
ド（１１９８９９－１４－８）、（３．２９）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛
［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチルデン｝アミノ）オ
キシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－
オン、（３．３０）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニ
ル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプロパ－２－エ
ン酸メチル（１４９６０１－０３－６）、（３．３１）Ｎ－（３－エチル－３，５，５－
トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロキシベンズアミド（
２２６５５１－２１－９）、（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）
メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（１７３６６２－９７－０
）、及び、（３．３３）（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル
］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（３９４６５７－２４－０）；
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（４．１）ベノミル（１７８０４－
３５－２）、（４．２）カルベンダジム（１０６０５－２１－７）、（４．３）クロルフ
ェナゾール（３５７４－９６－７）、（４．４）ジエトフェンカルブ（８７１３０－２０
－９）、（４．５）エタボキサム（１６２６５０－７７－３）、（４．６）フルオピコリ
ド（２３９１１０－１５－７）、（４．７）フベリダゾール（３８７８－１９－１）、（
４．８）ペンシクロン（６６０６３－０５－６）、（４．９）チアベンダゾール（１４８
－７９－８）、（４．１０）チオファネート－メチル（２３５６４－０５－８）、（４．
１１）チオファネート（２３５６４－０６－９）、（４．１２）ゾキサミド（１５６０５
２－６８－５）、（４．１３）５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－
６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン（２１４７０６－５３－３）、及び、（４．１４）３－クロロ－５－（６－クロ
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ロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）ピリ
ダジン（１００２７５６－８７－７）；
　（５）　多部位に作用し得る化合物、例えば、（５．１）ボルドー液（８０１１－６３
－０）、（５．２）カプタホール（２４２５－０６－１）、（５．３）キャプタン（１３
３－０６－２）（ＷＯ　０２／１２１７２）、（５．４）クロロタロニル（１８９７－４
５－６）、（５．５）水酸化銅（２０４２７－５９－２）、（５．６）ナフテン酸銅（１
３３８－０２－９）、（５．７）酸化銅（１３１７－３９－１）、（５．８）塩基性塩化
銅（１３３２－４０－７）、（５．９）硫酸銅（２＋）（７７５８－９８－７）、（５．
１０）ジクロフルアニド（１０８５－９８－９）、（５．１１）ジチアノン（３３４７－
２２－６）、（５．１２）ドジン（２４３９－１０－３）、（５．１３）ドジン遊離塩基
、（５．１４）ファーバム（１４４８４－６４－１）、（５．１５）フルオロホルペット
（７１９－９６－０）、（５．１６）ホルペット（１３３－０７－３）、（５．１７）グ
アザチン（１０８１７３－９０－６）、（５．１８）酢酸グアザチン、（５．１９）イミ
ノクタジン（１３５１６－２７－３）、（５．２０）イミノクタジンアルベシル酸塩（１
６９２０２－０６－６）、（５．２１）イミノクタジン三酢酸塩（５７５２０－１７－９
）、（５．２２）マンカッパー（５３９８８－９３－５）、（５．２３）マンゼブ（８０
１８－０１－７）、（５．２４）マンネブ（１２４２７－３８－２）、（５．２５）メチ
ラム（９００６－４２－２）、（５．２６）メチラム亜鉛（ｍｅｔｉｒａｍ　ｚｉｎｃ）
（９００６－４２－２）、（５．２７）オキシン銅（１０３８０－２８－６）、（５．２
８）プロパミジン（ｐｒｏｐａｍｉｄｉｎｅ）（１０４－３２－５）、（５．２９）プロ
ピネブ（１２０７１－８３－９）、（５．３０）硫黄及び硫黄剤、例えば、多硫化カルシ
ウム（７７０４－３４－９）、（５．３１）チウラム（１３７－２６－８）、（５．３２
）トリルフルアニド（７３１－２７－１）、（５．３３）ジネブ（１２１２２－６７－７
）、及び、（５．３４）ジラム（１３７－３０－４）；
　（６）　宿主の防御を誘発し得る化合物、例えば、（６．１）アシベンゾラル－Ｓ－メ
チル（１３５１５８－５４－２）、（６．２）イソチアニル（２２４０４９－０４－１）
、（６．３）プロベナゾール（２７６０５－７６－１）、及び、（６．４）チアジニル（
２２３５８０－５１－６）；
　（７）　アミノ酸及び／又はタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（７．１）アンド
プリム（ａｎｄｏｐｒｉｍ）（２３９５１－８５－１）、（７．２）ブラストサイジン－
Ｓ（２０７９－００－７）、（７．３）シプロジニル（１２１５５２－６１－２）、（７
．４）カスガマイシン（６９８０－１８－３）、（７．５）カスガマイシン塩酸塩水和物
（１９４０８－４６－９）、（７．６）メパニピリム（１１０２３５－４７－７）、（７
．７）ピリメタニル（５３１１２－２８－０）、及び、（７．８）３－（５－フルオロ－
３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン（
８６１６４７－３２－７）（ＷＯ　２００５０７０９１７）；
　（８）　ＡＴＰ産生の阻害薬、例えば、（８．１）酢酸トリフェニルスズ（９００－９
５－８）、（８．２）塩化トリフェニルスズ（６３９－５８－７）、（８．３）水酸化ト
リフェニルスズ（７６－８７－９）、及び、（８．４）シルチオファム（１７５２１７－
２０－６）；
　（９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、（９．１）ベンチアバリカルブ（１７７４０６
－６８－７）、（９．２）ジメトモルフ（１１０４８８－７０－５）、（９．３）フルモ
ルフ（２１１８６７－４７－９）、（９．４）イプロバリカルブ（１４０９２３－１７－
７）、（９．５）マンジプロパミド（３７４７２６－６２－２）、（９．６）ポリオキシ
ン（１１１１３－８０－７）、（９．７）ポリオキソリム（２２９７６－８６－９）、（
９．８）バリダマイシンＡ（３７２４８－４７－８）、及び、（９．９）バリフェナレー
ト（２８３１５９－９４－４；２８３１５９－９０－０）；
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（１０．１）ビフェニル（９２－５２
－４）、（１０．２）クロロネブ（２６７５－７７－６）、（１０．３）ジクロラン（９
９－３０－９）、（１０．４）エジフェンホス（１７１０９－４９－８）、（１０．５）
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エトリジアゾール（２５９３－１５－９）、（１０．６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒ
ｂ）（５５４０６－５３－６）、（１０．７）イプロベンホス（２６０８７－４７－８）
、（１０．８）イソプロチオラン（５０５１２－３５－１）、（１０．９）プロパモカル
ブ（２５６０６－４１－１）、（１０．１０）プロパモカルブ塩酸塩（２５６０６－４１
－１）、（１０．１１）プロチオカルブ（１９６２２－０８－３）、（１０．１２）ピラ
ゾホス（１３４５７－１８－６）、（１０．１３）キントゼン（８２－６８－８）、（１
０．１４）テクナゼン（１１７－１８－０）、及び、（１０．１５）トルクロホス－メチ
ル（５７０１８－０４－９）；
　（１１）　メラニン生合成の阻害薬、例えば、（１１．１）カルプロパミド（１０４０
３０－５４－８）、（１１．２）ジクロシメット（１３９９２０－３２－４）、（１１．
３）フェノキサニル（１１５８５２－４８－７）、（１１．４）フタリド（２７３５５－
２２－２）、（１１．５）ピロキロン（５７３６９－３２－１）、（１１．６）トリシク
ラゾール（４１８１４－７８－２）、及び、（１１．７）｛３－メチル－１－［（４－メ
チルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバミン酸２，２，２－トリフルオロエ
チル（８５１５２４－２２－６）（ＷＯ　２００５０４２４７４）；
　（１２）　核酸合成の阻害薬、例えば、（１２．１）ベナラキシル（７１６２６－１１
－４）、（１２．２）ベナラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））（９８
２４３－８３－５）、（１２．３）ブピリメート（４１４８３－４３－６）、（１２．４
）クロジラコン（６７９３２－８５－８）、（１２．５）ジメチリモール（５２２１－５
３－４）、（１２．６）エチリモール（２３９４７－６０－６）、（１２．７）フララキ
シル（５７６４６－３０－７）、（１２．８）ヒメキサゾール（１０００４－４４－１）
、（１２．９）メタラキシル（５７８３７－１９－１）、（１２．１０）メタラキシル－
Ｍ（メフェノキサム）（７０６３０－１７－０）、（１２．１１）オフラセ（５８８１０
－４８－３）、（１２．１２）オキサジキシル（７７７３２－０９－３）、及び、（１２
．１３）オキソリン酸（１４６９８－２９－４）；
　（１３）　シグナル伝達の阻害薬、例えば、（１３．１）クロゾリネート（８４３３２
－８６－５）、（１３．２）フェンピクロニル（７４７３８－１７－３）、（１３．３）
フルジオキソニル（１３１３４１－８６－１）、（１３．４）イプロジオン（３６７３４
－１９－７）、（１３．５）プロシミドン（３２８０９－１６－８）、（１３．６）キノ
キシフェン（１２４４９５－１８－７）、及び、（１３．７）ビンクロゾリン（５０４７
１－４４－８）；
　（１４）　脱共役剤として作用し得る化合物、例えば、（１４．１）ビナパクリル（４
８５－３１－４）、（１４．２）ジノカップ（１３１－７２－６）、（１４．３）フェリ
ムゾン（８９２６９－６４－７）、（１４．４）フルアジナム（７９６２２－５９－６）
、及び、（１４．５）メプチルジノカップ（１３１－７２－６）；
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（１５．１）ベンチアゾール（２１５６４－１７
－０）、（１５．２）ベトキサジン（１６３２６９－３０－５）、（１５．３）カプシマ
イシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）（７０６９４－０８－５）、（１５．４）カルボン（９
９－４９－０）、（１５．５）キノメチオネート（２４３９－０１－２）、（１５．６）
ピリオフェノン（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））（６８８０４６－６１
－９）、（１５．７）クフラネブ（１１０９６－１８－７）、（１５．８）シフルフェナ
ミド（１８０４０９－６０－３）、（１５．９）シモキサニル（５７９６６－９５－７）
、（１５．１０）シプロスルファミド（２２１６６７－３１－８）、（１５．１１）ダゾ
メット（５３３－７４－４）、（１５．１２）デバカルブ（６２７３２－９１－６）、（
１５．１３）ジクロロフェン（９７－２３－４）、（１５．１４）ジクロメジン（６２８
６５－３６－５）、（１５．１５）ジフェンゾコート（４９８６６－８７－７）、（１５
．１６）ジフェンゾコートメチル硫酸塩（４３２２２－４８－６）、（１５．１７）ジフ
ェニルアミン（１２２－３９－４）、（１５．１８）エコメイト、（１５．１９）フェン
ピラザミン（４７３７９８－５９－３）、（１５．２０）フルメトベル（１５４０２５－
０４－４）、（１５．２１）フルオルイミド（４１２０５－２１－４）、（１５．２２）
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フルスルファミド（１０６９１７－５２－６）、（１５．２３）フルチアニル（３０４９
００－２５－２）、（１５．２４）ホセチル－アルミニウム（３９１４８－２４－８）、
（１５．２５）ホセチル－カルシウム、（１５．２６）ホセチル－ナトリウム（３９１４
８－１６－８）、（１５．２７）ヘキサクロロベンゼン（１１８－７４－１）、（１５．
２８）イルママイシン（８１６０４－７３－１）、（１５．２９）メタスルホカルブ（６
６９５２－４９－６）、（１５．３０）イソチオシアン酸メチル（５５６－６１－６）、
（１５．３１）メトラフェノン（２２０８９９－０３－６）、（１５．３２）ミルディオ
マイシン（６７５２７－７１－３）、（１５．３３）ナタマイシン（７６８１－９３－８
）、（１５．３４）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル（１５５２１－６５－０）、（
１５．３５）ニトロタル－イソプロピル（１０５５２－７４－６）、（１５．３６）オク
チリノン（２６５３０－２０－１）、（１５．３７）オキサモカルブ（ｏｘａｍｏｃａｒ
ｂ）（９１７２４２－１２－７）、（１５．３８）オキシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔ
ｈｉｉｎ）（３４４０７－８７－９）、（１５．３９）ペンタクロロフェノール及び塩（
８７－８６－５）、（１５．４０）フェノトリン、（１５．４１）亜リン酸及びその塩（
１３５９８－３６－２）、（１５．４２）プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏｐａｍ
ｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、（１５．４３）プロパノシン－ナトリウム（ｐｒ
ｏｐａｎｏｓｉｎｅ－ｓｏｄｉｕｍ）（８８４９８－０２－６）、（１５．４４）プロキ
ナジド（１８９２７８－１２－４）、（１５．４５）ピリモルフ（８６８３９０－９０－
３）、（１５．４５ｅ）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－
クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オ
ン（１２３１７７６－２８－５）、（１５．４５ｚ）（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル
）プロパ－２－エン－１－オン（１２３１７７６－２９－６）、（１５．４６）ピロール
ニトリン（１０１８－７１－９）（ＥＰ－Ａ　１５５９３２０）、（１５．４７）テブフ
ロキン（３７６６４５－７８－２）、（１５．４８）テクロフタラム（７６２８０－９１
－６）、（１５．４９）トルニファニド（３０４９１１－９８－６）、（１５．５０）ト
リアゾキシド（７２４５９－５８－６）、（１５．５１）トリクラミド（７０１９３－２
１－４）、（１５．５２）ザリラミド（８４５２７－５１－５）、（１５．５３）（３Ｓ
，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキ
シ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－
ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル　２－メチルプロパノエート（５１７８７５
－３４－２）（ＷＯ　２００３０３５６１７）、（１５．５４）１－（４－｛４－［（５
Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール
－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メ
チル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００３
３１９－７９－６）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．５５）１－（４－｛４－
［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１
００３３１９－８０－９）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．５６）１－（４－
｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾー
ル－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－
メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００
３３１８－６７－９）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．５７）１－（４－メト
キシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カル
ボキシレート（１１１２２７－１７－９）、（１５．５８）２，３，５，６－テトラクロ
ロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン（１３１０８－５２－６）、（１５．５９）２，
３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（２２１
４５１－５８－７）、（１５．６０）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイ
ノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン
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、（１５．６１）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－
オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エ
タノン（１００３３１６－５３－７）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．６２）
２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－
（４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３
－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン（１００３
３１６－５４－８）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．６３）２－［５－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５
－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾー
ル－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン（１００３３１６－５１－５）（ＷＯ　
２００８０１３６２２）、（１５．６４）２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４
Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．６５）２－クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６
－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］
ピリジン、（１５．６６）２－フェニルフェノール及び塩（９０－４３－７）、（１５．
６７）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノ
リン－１－イル）キノリン（８６１６４７－８５－０）（ＷＯ　２００５０７０９１７）
、（１５．６８）３，４，５－トリクロロピリジン－２，６－ジカルボニトリル（１７８
２４－８５－０）、（１５．６９）３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチ
ル－１，２－オキサゾリジン－３－イル］ピリジン、（１５．７０）３－クロロ－５－（
４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、
（１５．７１）４－（４－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３
，６－ジメチルピリダジン、（１５．７２）５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－
２－チオール、（１５．７３）５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン
－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド（１３４－３１－６）、（１５．７４
）５－フルオロ－２－［（４－フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン（１
１７４３７６－１１－４）（ＷＯ　２００９０９４４４２）、（１５．７５）５－フルオ
ロ－２－［（４－メチルベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン（１１７４３７６－
２５－０）（ＷＯ　２００９０９４４４２）、（１５．７６）５－メチル－６－オクチル
［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（１５．７７）（２
Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルプロパ－２－エン酸エチル、（１５．７８
）Ｎ’－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イ
ル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミ
ド、（１５．７９）Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－
２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８０）Ｎ－［（４－ク
ロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１
－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８１）Ｎ－［（５－ブロモ－３－ク
ロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、
（１５．８２）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２
，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、（１５．８３）Ｎ－［１－（５－ブロモ
－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードピリジン－３－
カルボキサミド、（１５．８４）Ｎ－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］
［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニル
アセトアミド（２２１２０１－９２－９）、（１５．８５）Ｎ－｛（Ｚ）－［（シクロプ
ロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル
］メチル｝－２－フェニルアセトアミド（２２１２０１－９２－９）、（１５．８６）Ｎ
’－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オ
キシ］－２－クロロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミ
ド、（１５．８７）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，
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３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミ
ド（９２２５１４－４９－６）（ＷＯ　２００７０１４２９０）、（１５．８８）Ｎ－メ
チル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラ
ヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５１
４－０７－６）（ＷＯ　２００７０１４２９０）、（１５．８９）Ｎ－メチル－２－（１
－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチ
ル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレ
ン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５１４－４８－５）
（ＷＯ　２００７０１４２９０）、（１５．９０）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－
テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチルデン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン
－２－イル｝カルバミン酸ペンチル、（１５．９１）フェナジン－１－カルボン酸、（１
５．９２）キノリン－８－オール（１３４－３１－６）、（１５．９３）キノリン
－８－オールスルフェート（２：１）（１３４－３１－６）、及び、（１５．９４）｛６
－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミ
ノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ｔｅｒｔ－ブチル；
　（１６）　さらなる化合物、例えば、（１６．１）１－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（１６．２）Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６
．３）Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．４）３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．５）Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビ
フェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（１６．６）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’
－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（１６．７）５－フルオロ－
１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル
］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）
、（１６．８）２－クロロ－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、
（１６．９）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（１６．１０）Ｎ－［４’－（３，
３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，
３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３
から既知）、（１６．１１）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニ
ル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４
／０５８７２３から既知）、（１６．１２）Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル
）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　
２００４／０５８７２３から既知）、（１６．１３）２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニル
ビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３
から既知）、（１６．１４）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ　２００４
／０５８７２３から既知）、（１６．１５）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ
－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－
カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（１６．１６）５－フルオ
ロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル
－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２０
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０４／０５８７２３から既知）、（１６．１７）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロ
キシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カ
ルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（１６．１８）３－（ジフル
オロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビ
フェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２
００４／０５８７２３から既知）、（１６．１９）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メ
トキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知
）、（１６．２０）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ　２００４
／０５８７２３から既知）、（１６．２１）（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピ
リジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン（ＥＰ
－Ａ　１５５９３２０から既知）、（１６．２２）Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロ
ロフェニル）プロパ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］
－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド（２２０７０６－９３－４）、（１６．２３
）４－オキソ－４－［（２－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、及び、（１６．２４）
ブタ－３－イン－１－イル　｛６－［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール
－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カ
ルバメート。
【００７４】
　上記で挙げられているクラス（１）～クラス（１６）の全ての混合相手剤は、それらが
有している官能基によって可能である場合には、適切な塩基又は酸と塩を形成することが
できる。
【００７５】
　混合相手の適切な殺細菌剤、殺虫剤、殺ダニ剤又は殺線虫剤の例は、下記リストの中で
選択することができる。
【００７６】
　殺細菌剤：
　ブロノポール、ジクロロフェン、ニトラピリン、ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル
、カスガマイシン、オクチリノン、フランカルボン酸、オキシテトラサイクリン、プロベ
ナゾール、ストレプトマイシン、テクロフタラム、硫酸銅及び他の銅剤。
【００７７】
　殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤：
　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、例えば、
　カーバメート系、例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカ
ルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボス
ルファン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イ
ソプロカルブ、メチオカルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカーブ、プ
ロポクスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭ
Ｃ、及び、キシリルカルブ；又は、
　有機リン酸エステル系、例えば、アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、
アジンホス－メチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロル
メホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、ジメトン－
Ｓ－メチル、ダイアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジ
メチルビンホス、ダイスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フ
ェナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イミシ
アホス、イソフェンホス、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピ
ル、イソキサチオン、マラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホ
ス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシジメトン－メチル、パラチオン、パ
ラチオン－メチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン
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、ホキシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピ
ラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホ
ス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン、
及び、バミドチオン；
　（２）　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、
　シクロジエン有機塩素系、例えば、クロルダン、及び、エンドスルファン；又は、
　フェニルピラゾール系（フィプロール系）、例えば、エチプロール、及び、フィプロニ
ル；
　（３）　ナトリウムチャンネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断
薬、例えば、
　ピレスロイド系、例えば、アクリナトリン、アレスリン、ｄ－シス－トランスアレスリ
ン、ｄ－トランスアレスリン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリン　Ｓ－
シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ
－シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペル
メトリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメトリ
ン、ゼータ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメ
トリン、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］、エスフェンバレレート、エトフ
ェンプロックス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメト
リン、タウ－フルバリネート、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、ペ
ルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体）］、プラレトリン、ピレトリン
（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフェン、テフルトリン、
テトラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体］、トラロメトリン、及び、トランス
フルトリン；又は、
　ＤＤＴ；又は、メトキシクロル；
　（４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）作動薬、例えば、
　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、及び、チアメトキサム；又は、
　ニコチン；
　（５）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アロステリック活性化薬、例
えば、
　スピノシン系、例えば、スピネトラム、及び、スピノサド；
　（６）　塩化物チャンネル活性化薬、例えば、
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、例えば、アバメクチン、エマメクチン安息香酸
塩、レピメクチン、及び、ミルベメクチン；
　（７）　幼若ホルモンミミック、例えば、
　幼若ホルモン類似体、例えば、ハイドロプレン、キノプレン、及び、メトプレン；又は
、
　フェノキシカルブ；又は、ピリプロキシフェン；
　（８）　種々の非特異的（多部位）阻害薬、例えば、
　ハロゲン化アルキル系、例えば、臭化メチル、及び、別のハロゲン化アルキル；又は、
　クロロピクリン；又は、フッ化スルフリル；又は、ホウ砂；又は、吐酒石；
　（９）　選択的同翅類摂食阻害薬、例えば、
　ピメトロジン；又は、フロニカミド；
　（１０）　ダニ成長阻害薬、例えば、
　クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、及び、ジフロビダジン；又は、
　エトキサゾール；
　（１１）　昆虫中腸膜の微生物ディスラプター、例えば、
　バシルス・ツリンギエンシス・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシルス・ス
ファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・ツリンギエンシ
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ス・亜種・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅ
ｃｉｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）
、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、及び、ＢＴ作物
タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ
、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１；
　（１２）　ミトコンドリアＡＴＰシンターゼの阻害薬、例えば、
　ジアフェンチウロン；又は、
　有機スズ系殺ダニ薬、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、及び、酸化フェンブタ
スズ；又は、
　プロパルギット；又は、テトラジホン；
　（１３）　プロトン勾配を破壊することによる酸化的リン酸化の脱共役剤、例えば、
　クロルフェナピル、ＤＮＯＣ、及び、スルフルラミド；
　（１４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）チャンネル遮断薬、例えば
、
　ベンスルタップ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、及び、チオスルタップ－ナトリウ
ム；
　（１５）　キチン生合成の阻害薬（タイプ０）、例えば、
　ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フ
ルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テ
フルベンズロン、及び、トリフルムロン；
　（１６）　キチン生合成の阻害薬（タイプ１）、例えば、
　ブプロフェジン；
　（１７）　脱皮撹乱剤（ｍｏｕｌｔｉｎｇ　ｄｉｓｒｕｐｔｏｒ）、例えば、
　シロマジン；
　（１８）　エクジソン受容体作動薬、例えば、
　クロマフェノジド、ハロフェノジド、メトキシフェノジド、及び、テブフェノジド；
　（１９）　オクトパミン受容体作動薬、例えば、
　アミトラズ；
　（２０）　ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　ヒドラメチルノン；又は、アセキノシル；又は、フルアクリピリム；
　（２１）　ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、
　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、
ピリダベン、テブフェンピラド、及び、トルフェンピラド；又は、
　ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）；
　（２２）　電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、
　インドキサカルブ；又は、メタフルミゾン；
　（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン、スピロメシ
フェン、及び、スピロテトラマト；
　（２４）　ミトコンドリア複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、
　ホスフィン系、例えば、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン、及び、
リン化亜鉛；又は、
　シアン化物；
　（２５）　ミトコンドリア複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　シエノピラフェン；
　（２８）　リアノジン受容体モジュレーター、例えば、
　ジアミド系、例えば、クロラントラニリプロール、及び、フルベンジアミド。
【００７８】
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　作用機序が知られていないか又は確定していないさらなる活性成分、例えば、アミドフ
ルメト、アザジラクチン、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロモ
プロピレート、キノメチオナート、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）、シアントラニリプロー
ル（シアジピル）、シフルメトフェン、ジコホル、ジフロビダジン（ｄｉｆｌｏｖｉｄａ
ｚｉｎ）、フルエンスルホン、フルフェネリム、フルフィプロール（ｆｌｕｆｉｐｒｏｌ
ｅ）、フルオピラム、フフェノジド（ｆｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）、イミダクロチズ、イプロ
ジオン、メペルフルトリン（ｍｅｐｅｒｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ピリダリル、ピリフルキナ
ゾン、テトラメチルフルトリン（ｔｅｔｒａｍｅｔｈｙｌｆｌｕｔｈｒｉｎ）、及び、ヨ
ードメタン；　バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）に基づくさら
なる製品（これは、限定するものではないが、以下のものを包含する：株ＣＮＣＭ　Ｉ－
１５８２、例えば、ＶＯＴｉＶＯＴＭ，　ＢｉｏＮｅｍ）、又は、以下の既知活性化合物
のうちの１種類：３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロプロ
ピルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ
－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２００５／０７７９３４から既知）、４－｛［
（６－ブロモピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２
（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（６－フルオロピリ
ジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－
オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（２－クロロ－１，３－チアゾ
ール－５－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（
ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メ
チル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１
５６４４から既知）、フルピラジフロン（ｆｌｕｐｙｒａｄｉｆｕｒｏｎｅ）、４－｛［
（６－クロル－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－
２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（５，６－ジクロ
ロピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－
オン（ＷＯ２００７／１１５６４６から既知）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピ
リジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｗ
Ｏ２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチ
ル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８
から既知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フ
ラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から既知）、｛［１－（６－クロロ
ピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミ
ド（ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）及びそのジアステレオマー｛［（１Ｒ）－１
－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリ
デン｝シアナミド（Ａ）及び｛［（１Ｓ）－１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチ
ル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（Ｂ）（同様に、ＷＯ２
００７／１４９１３４から既知）、並びに、スルホキサフロル及びそのジアステレオマー
［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン
－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ１）及び［（Ｓ）－メ
チル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］
エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ２）（ジアステレオマーＡの群と称
される）（ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７４７５１から既知）、［（
Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３
－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ１）及び［（Ｓ）－メチル
（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチ
ル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ２）（ジアステレオマーＢの群と称され
る）（同様に、ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７４７５１から既知）、
並びに、１１－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ－１，４
－ジオキサ－９－アザジスピロ［４．２．４．２］テトラデカ－１１－エン－１０－オン
（ＷＯ２００６／０８９６３３から既知）、３－（４’－フルオロ－２，４－ジメチルビ
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フェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５］デカ－
３－エン－２－オン（ＷＯ２００８／０６７９１１から既知）、１－｛２－フルオロ－４
－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニル］フェニル｝－３－
（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－アミン（ＷＯ２００６
／０４３６３５から既知）、［（３Ｓ，４ａＲ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［
（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－６，１２－ジヒドロキシ－４，１２ｂ－ジメチ
ル－１１－オキソ－９－（ピリジン－３－イル）－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１
２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－２Ｈ，１１Ｈ－ベンゾ［ｆ］ピラノ［４，３－ｂ］ク
ロメン－４－イル］メチル　シクロプロパンカルボキシレート（ＷＯ２００８／０６６１
５３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンゼン
スルホンアミド（ＷＯ２００６／０５６４３３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオ
ロメトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンスルホンアミド（ＷＯ２００６／１００２８８から既
知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミド（
ＷＯ２００５／０３５４８６から既知）、４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン　１，１－ジオキシド（ＷＯ２００７
／０５７４０７から既知）、Ｎ－［１－（２，３－ジメチルフェニル）－２－（３，５－
ジメチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－アミン（Ｗ
Ｏ２００８／１０４５０３から既知）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル
）プロパ－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ［インドール－３，４’－ピペリ
ジン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン（ＷＯ２００３
／１０６４５７から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－４－ヒドロキシ－８－
メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン（ＷＯ２００９／
０４９８５１から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキ
ソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－イル　エチル　カルボネート
（ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、４－（ブタ－２－イン－１－イルオキシ）－
６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（ＷＯ２００
４／０９９１６０から既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペン
チル）（３，３，３－トリフルオロプロピル）マロノニトリル（ＷＯ２００５／０６３０
９４から既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，
３，４，４，４－ペンタフルオロブチル）マロノニトリル（ＷＯ２００５／０６３０９４
から既知）、８－［２－（シクロプロピルメトキシ）－４－（トリフルオロメチル）フェ
ノキシ］－３－［６－（トリフルオロメチル）ピリダジン－３－イル］－３－アザビシク
ロ［３．２．１］オクタン（ＷＯ２００７／０４０２８０から既知）、フロメトキン（ｆ
ｌｏｍｅｔｏｑｕｉｎ）、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ．１２０４７７６－６０
－２）（ＪＰ２０１０／０１８５８６から既知）、５－［５－（３，５－ジクロロフェニ
ル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イ
ル］－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（ＷＯ２００
７／０７５４５９から既知）、５－［５－（２－クロロピリジン－４－イル）－５－（ト
リフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１
Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（ＷＯ２００７／０７５４５
９から既知）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）
－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－｛２－オキ
ソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］エチル｝ベンズアミド（ＷＯ２
００５／０８５２１６から既知）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］
（シクロプロピル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６
－クロロピリジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝－１，３
－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル
］（エチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロ
ロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ
）－オン（これらは、全て、ＷＯ２０１０／００５６９２から既知）、ＮＮＩ－０７１１
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（ＷＯ２００２／０９６８８２から既知）、１－アセチル－Ｎ－［４－（１，１，１，３
，３，３－ヘキサフルオロ－２－メトキシプロパン－２－イル）－３－イソブチルフェニ
ル］－Ｎ－イソブチリル－３，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
ＷＯ２００２／０９６８８２から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロ
ロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－ク
ロロ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５
／０８５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－
２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メ
チルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１
６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－
１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイ
ル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）
、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－１，２－ジエ
チルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［３，
５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－
ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカル
ボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、（５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７
ＳＲ）－１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，２，３，５，６，７－ヘキサヒ
ドロ－７－メチル－８－ニトロ－５－プロポキシイミダゾ［１，２－ａ］ピリジン（ＷＯ
２００７／１０１３６９から既知）、２－｛６－［２－（５－フルオロピリジン－３－イ
ル）－１，３－チアゾール－５－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（ＷＯ２０１０
／００６７１３から既知）、２－｛６－［２－（ピリジン－３－イル）－１，３－チアゾ
ール－５－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（ＷＯ２０１０／００６７１３から既
知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－（
メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テトラ
ゾール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０
１０／０６９５０２から既知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－シ
アノ－２－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフルオ
ロメチル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボ
キサミド（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカル
バモイル）－４－シアノ－６－メチルフェニル］－１－（３－クロロピリジン－２－イル
）－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］メチル｝－
１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－
［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－シアノ－６－メチルフェニル］－１－（
３－クロロピリジン－２－イル）－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－２Ｈ－テトラ
ゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／
０６９５０２から既知）、（１Ｅ）－Ｎ－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］
－Ｎ’－シアノ－Ｎ－（２，２－ジフルオロエチル）エタンイミドアミド（ＷＯ２００８
／００９３６０から既知）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２
－イル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン
－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＣＮ１０２０５７９２５から既
知）、及び、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジ
ン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２
－エチル－１－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２０１１／０４９２３３から既
知）。
【００７９】
　別の既知活性化合物（例えば、除草剤）との混合物、又は、肥料及び成長調節剤、薬害
軽減剤若しくは情報化学物質などとの混合物も可能である。
【００８０】
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　さらに、本発明による式（Ｉ）で表される化合物は、極めて優れた抗真菌活性も示す。
それらは、極めて広い抗真菌活性スペクトルを有しており、特に、皮膚糸状菌、並びに、
発芽しつつある真菌類、カビ類及び二相性真菌類に対して〔例えば、カンジダ属各種（Ｃ
ａｎｄｉｄａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、カンジダ・アルビカンス（Ｃａｎｄｉｄａ　
ａｌｂｉｃａｎｓ）、カンジダ・グラブラタ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｌａｂｒａｔａ）に対
して〕、並びに、エピデルモフィトン・フロコスム（Ｅｐｉｄｅｒｍｏｐｈｙｔｏｎ　ｆ
ｌｏｃｃｏｓｕｍ）、アスペルギルス属各種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、アスペルギルス・ニゲル（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｅｒ）及びアス
ペルギルス・フミガツス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ）、トリコフィ
トン属各種（Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、トリコフィトン・
メンタグロフィテス（Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｍｅｎｔａｇｒｏｐｈｙｔｅｓ）、ミ
クロスポロン属各種（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ミクロスポ
ロン・カニス（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ｃａｎｉｓ）及びミクロスポロン・アウドウイ
ニイ（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ａｕｄｏｕｉｎｉｉ）などに対して、極めて広い抗真菌
活性スペクトルを有している。これら菌類のリストは、防除可能な真菌スペクトルを決し
て限定するものではなく、単に例示のためのものである。
【００８１】
　式（Ｉ）で表される化合物及び本発明の殺菌剤組成物を使用して、植物又は作物の植物
病原性菌類を治療的又は予防的に防除することができる。
【００８２】
　かくして、本発明のさらなる態様により、植物又は作物の植物病原性菌類を治療的又は
予防的に防除する方法が提供され、ここで、該方法は、式（Ｉ）で表される化合物又は本
発明の殺菌剤組成物を、種子、植物若しくは植物の果実に施用するか、又は、植物がそこ
で成育している土壌若しくは植物を栽培するのが望まれる土壌に施用することを特徴とす
る。
【００８３】
　本発明による処理方法は、さらにまた、塊茎又は根茎のような繁殖器官を処理するのに
も有効であり得、さらには、種子、実生又は移植実生（ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ　ｐｒｉｃｋ
ｉｎｇ　ｏｕｔ）及び植物又は移植植物（ｐｌａｎｔｓ　ｐｒｉｃｋｉｎｇ　ｏｕｔ）を
処理するのにも有効であり得る。この処理方法は、根を処理するのにも有効であり得る。
本発明による処理方法は、関係している植物の樹幹、茎又は柄、葉、花及び果実のような
植物の地上部を処理するのにも有効であり得る。
【００８４】
　本発明に従って、全ての植物及び植物の部分を処理することができる。植物は、望まし
い及び望ましくない野生植物、栽培品種並びに植物変種（植物変種又は植物育種家の権利
によって保護されても又は保護されなくても）のような全ての植物及び植物群を意味する
。栽培品種及び植物変種は、慣習的な繁殖方法及び育種方法（これらは、１種類以上の生
物工学的方法によって、例えば、倍加半数体、プロトプラスト融合、ランダム突然変異誘
発及び定方向突然変異誘発、分子標識若しくは遺伝標識又は生物工学法及び遺伝子工学法
などを使用して、補助することができるか又は補うことができる）によって得られる植物
であることができる。植物の部分は、植物の地上及び地下の全ての部分及び全ての器官、
例えば、枝条、葉、花及び根などを意味し、ここで、例えば、葉、針状葉、茎、枝、花、
子実体、果実及び種子、並びに、根、球茎及び根茎などを挙げることができる。作物並び
に栄養繁殖器官及び生殖繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ａｎｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｖ
ｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｎｇ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、例えば、挿木（ｃｕｔｔｉｎｇ）、
球茎、根茎、匍匐茎及び種子なども、植物の部分に属する。
【００８５】
　本発明の方法で保護することが可能な植物の中で、以下のものを挙げることができる：
主要農作物、例えば、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、アブラナ属油料種子（Ｂｒａｓｓｉ
ｃａ　ｏｉｌｓｅｅｄｓ）、例えば、セイヨウアブラナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ
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）（例えば、カノラ）、カブ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐａ）、カラシナ（Ｂ．ｊｕｎｃ
ｅａ）（例えば、マスタード）及びアビシニアガラシ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｃａｒｉｎａ
ｔａ）、イネ、コムギ、テンサイ、サトウキビ、エンバク、ライムギ、オオムギ、アワ、
ライコムギ、アマ、ブドウの木、並びに、種々の植物学的分類群に属するさまざまな果実
及び野菜、例えば、バラ科各種（Ｒｏｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、仁果（ｐｉｐ　
ｆｒｕｉｔ）、例えば、リンゴ及びナシ、さらに、核果、例えば、アンズ、サクラ、アー
モンド及びモモ、液果（ｂｅｒｒｙ　ｆｒｕｉｔｓ）、例えば、イチゴ）、リベシオイダ
エ科各種（Ｒｉｂｅｓｉｏｉｄａｅ　ｓｐ．）、クルミ科各種（Ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａ
ｅ　ｓｐ．）、カバノキ科各種（Ｂｅｔｕｌａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ウルシ科各種（Ａｎ
ａｃａｒｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ブナ科各種（Ｆａｇａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クワ科
各種（Ｍｏｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）、モクセイ科各種（Ｏｌｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）、マ
タタビ科各種（Ａｃｔｉｎｉｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クスノキ科各種（Ｌａｕｒａｃｅ
ａｅ　ｓｐ．）、バショウ科各種（Ｍｕｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、バナナの木及
びバナナ園（ｂａｎａｎａ　ｔｒｅｅｓ　ａｎｄ　ｐｌａｎｔｉｎｇｓ））、アカネ科各
種（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、コーヒー）、ツバキ科各種（Ｔｈｅａｃｅ
ａｅ　ｓｐ．）、アオギリ科各種（Ｓｔｅｒｃｕｌｉｃｅａｅ　ｓｐ．）、ミカン科各種
（Ｒｕｔａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、レモン、オレンジ及びグレープフルーツ）；ナ
ス科各種（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トマト、ジャガイモ、トウガラシ
、ナス）、ユリ科各種（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、キク科各種（Ｃｏｍｐｏｓｉｔ
ｉａｅ　ｓｐ．）（例えば、レタス、チョウセンアザミ及びチコリー（これは、ルートチ
コリー（ｒｏｏｔ　ｃｈｉｃｏｒｙ）、エンダイブ又はキクニガナを包含する））、セリ
科各種（Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）（例えば、ニンジン、パセリ、セロリ及び
セルリアック）、ウリ科各種（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、キュウ
リ（これは、ピックルキュウリ（ｐｉｃｋｌｉｎｇ　ｃｕｃｕｍｂｅｒ）を包含する）、
カボチャ、スイカ、ヒョウタン及びメロン）、ネギ科各種（Ａｌｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．
）（例えば、タマネギ及びリーキ）、アブラナ科各種（Ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）
（例えば、白キャベツ、赤キャベツ、ブロッコリー、カリフラワー、芽キャベツ、タイサ
イ、コールラビ、ラディッシュ、セイヨウワサビ、コショウソウ、ハクサイ）、マメ科各
種（Ｌｅｇｕｍｉｎｏｓａｅ　ｓｐ．）（例えば、ラッカセイ、エンドウ及びインゲンマ
メ（例えば、クライミングビーン（ｃｌｉｍｂｉｎｇ　ｂｅａｎｓ）及びソラマメ））、
アカザ科各種（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、フダンソウ（ｍａｎ
ｇｏｌｄ）、フダンソウ（ｓｐｉｎａｃｈ　ｂｅｅｔ）、ホウレンソウ、ビートルート）
、アオイ科（Ｍａｌｖａｃｅａｅ）（例えば、オクラ）、クサスギカズラ科（Ａｓｐａｒ
ａｇａｃｅａｅ）（例えば、アスパラガス）；園芸作物及び森林作物（ｆｏｒｅｓｔ　ｃ
ｒｏｐｓ）；観賞植物；及び、これら作物の遺伝子組み換えが行われた相同物。
【００８６】
　本発明による処理方法は、遺伝子組換え生物（ＧＭＯ）、例えば、植物又は種子などの
処理において使用することができる。遺伝子組換え植物（又は、トランスジェニック植物
）は、異種遺伝子がゲノムに安定的に組み込まれている植物である。表現「異種遺伝子」
は、本質的に、供給されたか又は当該植物の外部で構築された遺伝子であって、核のゲノ
ム、葉緑体のゲノム又はミトコンドリアのゲノムの中に導入されたときに、興味深いタン
パク質若しくはポリペプチドを発現することにより、又は、その植物内に存在している別
の１つ若しくは複数の遺伝子をダウンレギュレート若しくはサイレンシングすることによ
り、当該形質転換された植物に新しい又は改善された作物学的特性又は別の特性を付与す
る遺伝子を意味する〔例えば、アンチセンス技術、コサプレッション技術又はＲＮＡ干渉
（ＲＮＡｉ）技術などを使用する〕。ゲノム内に位置している異種遺伝子は、導入遺伝子
とも称される。植物ゲノム内におけるその特異的な位置によって定義される導入遺伝子は
、形質転換又は遺伝子導入イベントと称される。
【００８７】
　植物種又は植物品種、それらの生育場所及び生育条件（土壌、気候、生育期、養分（ｄ
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ｉｅｔ））に応じて、本発明の処理により、相加効果を超える効果（「相乗効果」）も生
じ得る。かくして、例えば、本発明により使用し得る活性化合物及び組成物の施用量の低
減及び／又は活性スペクトルの拡大及び／又は活性の増強、植物の生育の向上、高温又は
低温に対する耐性の向上、渇水又は水中若しくは土壌中に含まれる塩分に対する耐性の向
上、開花能力の向上、収穫の容易性の向上、促進された成熟、収穫量の増加、果実の大き
さの増大、植物の高さの増大、葉の緑色の向上、より早い開花、収穫された生産物の品質
の向上及び／又は栄養価の増加、果実内の糖度の上昇、収穫された生産物の貯蔵安定性の
向上及び／又は加工性の向上などが可能であり、これらは、実際に予期された効果を超え
るものである。
【００８８】
　特定の施用量において、本発明による活性化合物組合せは、植物において強化効果（ｓ
ｔｒｅｎｇｔｈｅｎｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）も示し得る。従って、本発明の活性化合物組
合せは、望ましくない微生物類による攻撃に対して植物の防御システムを動員させるのに
も適している。これは、適切な場合には、本発明による組合せの例えば菌類に対する強化
された活性の理由のうちの１つであり得る。本発明に関連して、植物を強化する（抵抗性
を誘導する）物質は、処理された植物が、その後で望ましくない微生物類を接種されたと
きに、それらの微生物類に対して実質的な程度の抵抗性を示すように、植物の防御システ
ムを刺激することができる物質又は物質の組合せを意味するものと理解される。この場合
、望ましくない微生物類は、植物病原性の菌類、細菌類及びウイルス類を意味するものと
理解される。従って、処理後特定の期間、上記病原体による攻撃から植物を保護するため
に、本発明の物質を用いることができる。保護が達成される期間は、植物が該活性化合物
で処理されてから、一般に、１～１０日間、好ましくは、１～７日間である。
【００８９】
　本発明に従って処理するのが好ましい植物及び植物品種は、特に有利で有益な形質を植
物に付与する遺伝物質を有している全ての植物（育種によって得られたものであろうと、
及び／又は、生物工学的方法によって得られたものであろうと）を包含する。
【００９０】
　本発明に従って処理するのが同様に好ましい植物及び植物品種は、１以上の生物的スト
レスに対して抵抗性を示す。即ち、そのような植物は、害虫及び有害微生物に対して、例
えば、線虫類、昆虫類、ダニ類、植物病原性の菌類、細菌類、ウイルス類及び／又はウイ
ロイド類などに対して、良好な防御を示す。
【００９１】
　線虫抵抗性植物の例は、例えば、米国特許出願第１１／７６５，４９１号、米国特許出
願第１１／７６５，４９４号、米国特許出願第１０／９２６，８１９号、米国特許出願第
１０／７８２，０２０号、米国特許出願第１２／０３２，４７９号、米国特許出願第１０
／７８３，４１７号、米国特許出願第１０／７８２，０９６号、米国特許出願第１１／６
５７，９６４号、米国特許出願第１２／１９２，９０４号、米国特許出願第１１／３９６
，８０８号、米国特許出願第１２／１６６，２５３号、米国特許出願第１２／１６６，２
３９号、米国特許出願第１２／１６６，１２４号、米国特許出願第１２／１６６，２０９
号、米国特許出願第１１／７６２，８８６号、米国特許出願第１２／３６４，３３５号、
米国特許出願第１１／７６３，９４７号、米国特許出願第１２／２５２，４５３号、米国
特許出願第１２／２０９，３５４号、米国特許出願第１２／４９１，３９６号又は米国特
許出願第１２／４９７，２２１号などに記載されている。
【００９２】
　本発明に従って同様に処理し得る植物及び植物品種は、１以上の非生物的ストレスに対
して抵抗性を示す植物である。非生物的なストレス状態としては、例えば、渇水、低温に
晒されること、熱に晒されること、浸透ストレス、湛水、土壌中の塩分濃度の上昇、より
多くの鉱物に晒されること、オゾンに晒されること、強い光に晒されること、利用可能な
窒素養分が限られていること、利用可能なリン養分が限られていること、日陰回避などを
挙げることができる。
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【００９３】
　本発明に従って同様に処理し得る植物及び植物品種は、増大した収量特性を特徴とする
植物である。そのような植物における増大した収量は、例えば、改善された植物の生理機
能、生長及び発育、例えば、水の利用効率、水の保持効率、改善された窒素の利用性、強
化された炭素同化作用、改善された光合成、上昇した発芽効率及び促進された成熟などの
結果であり得る。収量は、さらに、改善された植物の構成（ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）
によっても影響され得る（ストレス条件下及び非ストレス条件下）。そのような改善され
た植物の構成としては、限定するものではないが、早咲き、ハイブリッド種子産生のため
の開花制御、実生の活力、植物の寸法、節間の数及び距離、根の成長、種子の寸法、果実
の寸法、莢の寸法、莢又は穂の数、１つの莢又は穂当たりの種子の数、種子の体積、強化
された種子充填、低減された種子分散、低減された莢の裂開及び耐倒伏性などがある。収
量についてのさらなる形質としては、種子の組成、例えば、炭水化物含有量、タンパク質
含有量、油含有量及び油の組成、栄養価、抗栄養化合物の低減、改善された加工性並びに
向上した貯蔵安定性などがある。
【００９４】
　上記形質を有している植物の例は、表Ａの中に非網羅的に挙げられている。
【００９５】
　本発明に従って処理し得る植物は、雑種強勢（これは、結果として、一般に、増加した
収量、向上した活力、向上した健康状態並びに生物的及び非生物的ストレスに対する向上
した抵抗性をもたらす）の特性を既に呈しているハイブリッド植物である。そのような植
物は、典型的には、雄性不稔交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ　ｍａｌｅ－ｓｔｅｒｉｌｅ
　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雌性親）を別の雄性稔性交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ　
ｍａｌｅ－ｆｅｒｔｉｌｅ　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雄性親）と交雑させることによ
って作られる。ハイブリッド種子は、典型的には、雄性不稔植物から収穫され、そして、
栽培者に販売される。雄性不稔植物は、場合により（例えば、トウモロコシにおいて）、
雄穂を除去することによって〔即ち、雄性繁殖器官（又は雄花）を機械的に除去すること
によって〕、作ることができる。しかしながら、より典型的には、雄性不稔性は、植物ゲ
ノム内の遺伝的決定基の結果である。その場合、及び、特に種子がハイブリッド植物から
収穫される所望の生産物である場合、典型的には、該ハイブリッド植物において雄性稔性
を確実に完全に回復させることは有用である。これは、雄性不稔性に関与する遺伝的決定
基を含んでいるハイブリッド植物において雄性稔性を回復させることが可能な適切な稔性
回復遺伝子を雄性親が有していることを確実なものとすることによって達成することがで
きる。雄性不稔性に関する遺伝的決定基は、細胞質内に存在し得る。細胞質雄性不稔（Ｃ
ＭＳ）の例は、例えば、アブラナ属各種（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）に関して
記述された（ＷＯ　９２／０５２５１、ＷＯ　９５／０９９１０、ＷＯ　９８／２７８０
６、ＷＯ　０５／００２３２４、ＷＯ　０６／０２１９７２、及び、ＵＳ　６，２２９，
０７２）。しかしながら、雄性不稔性に関する遺伝的決定基は、核ゲノム内にも存在し得
る。雄性不稔性植物は、遺伝子工学などの植物バイオテクノロジー法によっても得ること
ができる。雄性不稔性植物を得る特に有用な方法は、ＷＯ　８９／１０３９６に記載され
ており、ここでは、例えば、バルナーゼなどのリボヌクレアーゼを雄ずい内のタペータム
細胞において選択的に発現させる。次いで、タペータム細胞内においてバルスターなどの
リボヌクレアーゼインヒビターを発現させることによって、稔性を回復させることができ
る（例えば、ＷＯ　９１／０２０６９）。
【００９６】
　本発明に従って処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテクノロジ
ー法によって得られたもの）は、除草剤耐性植物、即ち、１種類以上の所与の除草剤に対
して耐性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形質転換によって得ることがで
きるか、又は、当該除草剤耐性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによ
って得ることができる。
【００９７】
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　除草剤抵抗性植物は、例えば、グリホセート耐性植物、即ち、除草剤グリホセート又は
その塩に対して耐性にされた植物である。植物は、種々の方法によって、グリホセートに
対して耐性にすることができる。例えば、グリホセート耐性植物は、酵素５－エノールピ
ルビルシキミ酸－３－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ）をコードする遺伝子で植物を形質
転換させることによって得ることができる。そのようなＥＰＳＰＳ遺伝子の例は、以下の
ものである：細菌サルモネラ・チフィムリウム（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉｍｕ
ｒｉｕｍ）のＡｒｏＡ遺伝子（突然変異ＣＴ７）（Ｃｏｍａｉ　ｅｔ　ａｌ．，　１９８
３，　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２２１，　３７０－３７１）、細菌アグロバクテリウム属各種（
Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．）のＣＰ４遺伝子（Ｂａｒｒｙ　ｅｔ　ａｌ．，　
１９９２，　Ｃｕｒｒ．　Ｔｏｐｉｃｓ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｈｙｓｉｏｌ．　７，　１３９
－１４５）、ペチュニアのＥＰＳＰＳをコードする遺伝子（Ｓｈａｈ　ｅｔ　ａｌ．，　
１９８６，　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２３３，　４７８－４８１）、トマトのＥＰＳＰＳをコー
ドする遺伝子（Ｇａｓｓｅｒ　ｅｔ　ａｌ．，　１９８８，　Ｊ．　Ｂｉｏｌ．　Ｃｈｅ
ｍ．　２６３，　４２８０－４２８９）又はオヒシバ属（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ）のＥＰＳＰ
Ｓをコードする遺伝子（ＷＯ　０１／６６７０４）。それは、例えばＥＰ　０８３７９４
４、ＷＯ　００／６６７４６、ＷＯ　００／６６７４７又はＷＯ　０２／２６９９５など
に記述されているように、突然変異ＥＰＳＰＳであることも可能である。グリホセート耐
性植物は、さらにまた、米国特許第５，７７６，７６０号及び米国特許第５，４６３，１
７５号に記述されているように、グリホセートオキシドレダクターゼ酵素をコードする遺
伝子を発現させることによって得ることもできる。グリホセート耐性植物は、さらにまた
、例えばＷＯ　０２／３６７８２、ＷＯ　０３／０９２３６０、ＷＯ　０５／０１２５１
５及びＷＯ　０７／０２４７８２などに記述されているように、グリホセートアセチルト
ランスフェラーゼ酵素をコードする遺伝子を発現させることによって得ることもできる。
グリホセート耐性植物は、さらにまた、例えばＷＯ　０１／０２４６１５又はＷＯ　０３
／０１３２２６などに記述されているように、上記遺伝子の自然発生突然変異を含んでい
る植物を選抜することによって得ることもできる。グリホセート耐性を付与するＥＰＳＰ
Ｓ遺伝子を発現する植物は、例えば、米国特許出願第１１／５１７，９９１号、米国特許
出願第１０／７３９，６１０号、米国特許出願第１２／１３９，４０８号、米国特許出願
第１２／３５２，５３２号、米国特許出願第１１／３１２，８６６号、米国特許出願第１
１／３１５，６７８号、米国特許出願第１２／４２１，２９２号、米国特許出願第１１／
４００，５９８号、米国特許出願第１１／６５１，７５２号、米国特許出願第１１／６８
１，２８５号、米国特許出願第１１／６０５，８２４号、米国特許出願第１２／４６８，
２０５号、米国特許出願第１１／７６０，５７０号、米国特許出願第１１／７６２，５２
６号、米国特許出願第１１／７６９，３２７号、米国特許出願第１１／７６９，２５５号
、米国特許出願第１１／９４３８０１号又は米国特許出願第１２／３６２，７７４号など
に記載されている。グリホセート耐性を付与する別の遺伝子（例えば、デカルボキシラー
ゼ遺伝子）を含んでいる植物は、例えば、米国特許出願第１１／５８８，８１１号、米国
特許出願第１１／１８５，３４２号、米国特許出願第１２／３６４，７２４号、米国特許
出願第１１／１８５，５６０号又は米国特許出願第１２／４２３，９２６号などに記載さ
れている。
【００９８】
　別の除草剤抵抗性植物は、例えば、酵素グルタミンシンターゼを阻害する除草剤（例え
ば、ビアラホス、ホスフィノトリシン又はグルホシネート）に対して耐性にされている植
物である。そのような植物は、当該除草剤を解毒する酵素を発現させるか、又は、阻害に
対して抵抗性を示す突然変異グルタミンシンターゼ酵素を発現させることによって、得る
ことができる（例えば、米国特許出願第１１／７６０，６０２号に記載されている）。そ
のような有効な一解毒酵素は、ホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼをコード
する酵素である（例えば、ストレプトマイセス属各種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ
ｅｃｉｅｓ）に由来するｂａｒタンパク質又はｐａｔタンパク質）。外因性のホスフィノ
トリシンアセチルトランスフェラーゼを発現する植物は、例えば、米国特許第５，５６１
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，２３６号、米国特許第５，６４８，４７７号、米国特許第５，６４６，０２４号、米国
特許第５，２７３，８９４号、米国特許第５，６３７，４８９号、米国特許第５，２７６
，２６８号、米国特許第５，７３９，０８２号、米国特許第５，９０８，８１０号及び米
国特許第７，１１２，６６５号などに記述されている。
【００９９】
　さらなる除草剤耐性植物は、さらにまた、酵素ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシ
ゲナーゼ（ＨＰＰＤ）を阻害する除草剤に対して耐性にされている植物である。ヒドロキ
シフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ類は、パラ－ヒドロキシフェニルピルベート（Ｈ
ＰＰ）がホモゲンチセートに変換される反応を触媒する酵素である。ＨＰＰＤ阻害薬に対
して耐性を示す植物は、ＷＯ　９６／３８５６７、ＷＯ　９９／２４５８５、ＷＯ　９９
／２４５８６、ＷＯ　２００９／１４４０７９、ＷＯ　２００２／０４６３８７又はＵＳ
　６，７６８，０４４に記述されているように、自然発生抵抗性ＨＰＰＤ酵素をコードす
る遺伝子を用いて、又は、突然変異ＨＰＰＤ酵素若しくはキメラＨＰＰＤ酵素をコードす
る遺伝子を用いて、形質転換させることができる。ＨＰＰＤ阻害薬に対する耐性は、さら
にまた、ＨＰＰＤ阻害薬による天然ＨＰＰＤ酵素の阻害にもかかわらずホモゲンチセート
を形成させることが可能な特定の酵素をコードする遺伝子を用いて植物を形質転換させる
ことによっても得ることができる。そのような植物及び遺伝子は、ＷＯ　９９／３４００
８及びＷＯ　０２／３６７８７に記述されている。ＨＰＰＤ阻害薬に対する植物の耐性は
、さらにまた、ＷＯ　２００４／０２４９２８に記述されているように、ＨＰＰＤ耐性酵
素をコードする遺伝子に加えてプレフェナートデスヒドロゲナーゼ（ＰＤＨ）活性を有す
る酵素をコードする遺伝子を用いて植物を形質転換させることによって改善することもで
きる。さらに、植物は、ＷＯ　２００７／１０３５６７及びＷＯ　２００８／１５０４７
３に記載されているように、そのゲノムの中にＨＰＰＤ阻害薬を代謝又は分解することが
可能な酵素（例えば、ＣＹＰ４５０酵素）をコードする遺伝子を加えることによって、Ｈ
ＰＰＤ阻害薬除草剤に対してさらに耐性にすることができる。
【０１００】
　さらに別の除草剤抵抗性植物は、アセトラクテートシンターゼ（ＡＬＳ）阻害薬に対し
て耐性にされている植物である。既知ＡＬＳ阻害薬としては、例えば、スルホニル尿素系
除草剤、イミダゾリノン系除草剤、トリアゾロピリミジン系除草剤、ピリミジニルオキシ
（チオ）ベンゾエート系除草剤、及び／又は、スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノ
ン系除草剤などがある。ＡＬＳ酵素（「アセトヒドロキシ酸シンターゼ（ＡＨＡＳ）」と
しても知られている）における種々の突然変異体は、例えば「Ｔｒａｎｅｌ　ａｎｄ　Ｗ
ｒｉｇｈｔ（２００２，　Ｗｅｅｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５０：７００－７１２）」などに
記述され、さらに、米国特許第５，６０５，０１１号、米国特許第５，３７８，８２４号
、米国特許第５，１４１，８７０号及び米国特許第５，０１３，６５９号などにも記述さ
れているように、種々の除草剤及び除草剤の群に対する耐性を付与することが知られてい
る。スルホニル尿素耐性植物及びイミダゾリノン耐性植物の作製については、米国特許第
５，６０５，０１１号、米国特許第５，０１３，６５９号、米国特許第５，１４１，８７
０号、米国特許第５，７６７，３６１号、米国特許第５，７３１，１８０号、米国特許第
５，３０４，７３２号、米国特許第４，７６１，３７３号、米国特許第５，３３１，１０
７号、米国特許第５，９２８，９３７号及び米国特許第５，３７８，８２４号並びに国際
公開ＷＯ　９６／３３２７０号に記述されている。別のイミダゾリノン耐性植物について
も、例えば、ＷＯ　２００４／０４００１２、ＷＯ　２００４／１０６５２９、ＷＯ　２
００５／０２０６７３、ＷＯ　２００５／０９３０９３、ＷＯ　２００６／００７３７３
、ＷＯ　２００６／０１５３７６、ＷＯ　２００６／０２４３５１及びＷＯ　２００６／
０６０６３４などに記述されている。さらなるスルホニル尿素耐性植物及びイミダゾリノ
ン耐性植物は、さらにまた、例えば、ＷＯ　０７／０２４７８２及び米国特許出願第６１
／２８８９５８号などにも記述されている。
【０１０１】
　イミダゾリノン及び／又はスルホニル尿素に対して耐性を示す別の植物は、例えば、ダ
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イズに関しては米国特許第５，０８４，０８２号に記述されているように、イネに関して
はＷＯ　９７／４１２１８に記述されているように、テンサイに関しては米国特許第５，
７７３，７０２号及びＷＯ　９９／０５７９６５に記述されているように、レタスに関し
ては米国特許第５，１９８，５９９号に記述されているように、又は、ヒマワリに関して
はＷＯ　０１／０６５９２２に記述されているように、誘導された突然変異誘発、当該除
草剤の存在下での細胞培養における選抜又は突然変異育種によって得ることができる。
【０１０２】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、昆虫抵抗性トランスジェニック植物、即ち、特定
の標的昆虫による攻撃に対して抵抗性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形
質転換によって得ることができるか、又は、そのような昆虫抵抗性を付与する突然変異を
含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。
【０１０３】
　本明細書中で使用されている場合、「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」には、以下
のものをコードするコード配列を含んでいる少なくとも１の導入遺伝子を含んでいる任意
の植物が包含される：
　（１）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する殺虫性結晶タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、クリック
モアら「Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ　ｅｔ　ａｌ．　（１９９８，　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ
　ａｎｄ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，　６２：８０７－８
１３」によって記載され、クリックモアら「Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ　ｅｔ　ａｌ．　（２０
０５）」によって、オンライン「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ
．ａｃ．ｕｋ／Ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／」上で「バシルス・ツ
リンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）毒素命名法」におい
て更新された殺虫性結晶タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、Ｃｒｙタン
パク質類（Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｂ、Ｃｒｙ１Ｃ、Ｃｒｙ１Ｄ、Ｃｒｙ
１Ｆ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａａ、又は、Ｃｒｙ３Ｂｂ）のタンパク質若しくはその殺
虫活性を示す一部分（例えば、ＥＰ　１９９９１４１、及び、ＷＯ　２００７／１０７３
０２）、又は、例えば米国特許出願第１２／２４９，０１６に記載されている合成遺伝子
によってコードされているタンパク質；又は、
　（２）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する第２の別の結晶タンパク質又はその一部分の存在下において殺虫活性を示
す、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に
由来する結晶タンパク質又はその一部分、例えば、Ｃｒｙ３４結晶タンパク質とＣｒｙ３
５結晶タンパク質で構成されているバイナリートキシン（Ｍｏｅｌｌｅｎｂｅｃｋ　ｅｔ
　ａｌ．　２００１，　Ｎａｔ．　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ．　１９：６６８－７２；　Ｓ
ｃｈｎｅｐｆ　ｅｔ　ａｌ．　２００６，　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍ．　Ｍｉ
ｃｒｏｂｉｏｌ．　７１，　１７６５－１７７４）、又は、Ｃｒｙ１Ａ若しくはＣｒｙ１
Ｆタンパク質とＣｒｙ２Ａａ若しくはＣｒｙ２Ａｂ若しくはＣｒｙ２Ａｅタンパク質で構
成されているバイナリートキシン（米国特許出願第１２／２１４，０２２号、及び、ＥＰ
　０８０１０７９１．５）；又は、
　（３）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する種々の殺虫性結晶タンパク質の一部分を含んでいる殺虫性ハイブリッドタ
ンパク質、例えば、上記（１）のタンパク質のハイブリッド、又は、上記（２）のタンパ
ク質のハイブリッド、例えば、トウモロコシイベントＭＯＮ８９０３４で産生されるＣｒ
ｙ１Ａ．１０５タンパク質（ＷＯ　２００７／０２７７７７）；又は、
　（４）　上記（１）～（３）のいずれか１つのタンパク質において、標的昆虫種に対す
るさらに強い殺虫活性を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大
するために、及び／又は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導
入された変化に起因して、幾つかのアミノ酸（特に、１～１０のアミノ酸）が別のアミノ
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酸で置き換えられていているもの、例えば、トウモロコシイベントＭＯＮ８６３若しくは
ＭＯＮ８８０１７におけるＣｒｙ３Ｂｂ１タンパク質又はトウモロコシイベントＭＩＲ６
０４におけるＣｒｙ３Ａタンパク質；又は、
　（５）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する殺虫性分泌
タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅ
ｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕｋ／ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／
ｖｉｐ．ｈｔｍｌ」において挙げられている栄養生長期殺虫性タンパク質（ｖｅｇｅｔａ
ｔｉｖｅ　ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄａｌ　ｐｒｏｔｅｉｎ）（ＶＩＰ）、例えば、ＶＩＰ３
Ａａタンパク質類のタンパク質；又は、
　（６）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する第２の分泌
タンパク質の存在下において殺虫活性を示す、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃ
ｅｒｅｕｓ）に由来する分泌タンパク質、例えば、ＶＩＰ１Ａタンパク質とＶＩＰ２Ａタ
ンパク質で構成されているバイナリートキシン（ＷＯ　９４／２１７９５）；又は、
　（７）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する種々の分泌
タンパク質の一部分を含んでいる殺虫性ハイブリッドタンパク質、例えば、上記（１）の
タンパク質のハイブリッド、又は、上記（２）のタンパク質のハイブリッド；又は、
　（８）　上記（５）～（７）のいずれか１つのタンパク質において、標的昆虫種に対す
るさらに強い殺虫活性を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大
するために、及び／又は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導
入された変化（それでも、まだ、殺虫性タンパク質をコードしている）に起因して、幾つ
かのアミノ酸（特に、１～１０のアミノ酸）が別のアミノ酸で置き換えられていているも
の、例えば、ワタイベントＣＯＴ１０２におけるＶＩＰ３Ａａタンパク質；又は、
　（９）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する結晶タンパク質の存在下において殺虫活性を示す、バシルス・ツリンギエ
ンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する分泌タンパク質、例えば、ＶＩＰ３とＣｒｙ
１Ａ若しくはＣｒｙ１Ｆで構成されているバイナリートキシン（米国特許出願第６１／１
２６０８３号、及び、米国特許出願第６１／１９５０１９号）、又は、ＶＩＰ３タンパク
質とＣｒｙ２Ａａタンパク質若しくはＣｒｙ２Ａｂタンパク質若しくはＣｒｙ２Ａｅタン
パク質で構成されているバイナリートキシン（米国特許出願第１２／２１４，０２２号、
及び、ＥＰ　０８０１０７９１．５）；又は、
　（１０）　上記（９）のタンパク質において、標的昆虫種に対するさらに強い殺虫活性
を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大するために、及び／又
は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導入された変化（それで
も、まだ、殺虫性タンパク質をコードしている）に起因して、幾つかのアミノ酸（特に、
１～１０のアミノ酸）が別のアミノ酸で置き換えられていているもの。
【０１０４】
　もちろん、「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」は、本明細書中で使用されている場
合、上記クラス（１）～（１０）のいずれか１つのタンパク質をコードする遺伝子の組合
せを含んでいる任意の植物も包含する。一実施形態では、異なった標的昆虫種に対して異
なったタンパク質を使用した場合に影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大するために、又
は、同一の標的昆虫種に対して殺虫活性を示すが作用機序は異なっている（例えば、当該
昆虫体内の異なった受容体結合部位に結合する）異なったタンパク質を用いることによっ
て当該植物に対する昆虫の抵抗性の発達を遅延させるために、昆虫抵抗性植物は、上記ク
ラス（１）～（１０）のいずれか１つのタンパク質をコードする２つ以上の導入遺伝子を
含んでいる。
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【０１０５】
　「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」は、本明細書中で使用されている場合、さらに
、例えばＷＯ　２００７／０８０１２６、ＷＯ　２００６／１２９２０４、ＷＯ　２００
７／０７４４０５、ＷＯ　２００７／０８０１２７及びＷＯ　２００７／０３５６５０な
どに記述されているような、植物の害虫に摂取されたときにその害虫の成長を阻害する二
本鎖ＲＮＡを発現時に産生する配列を含んでいる少なくとも１の導入遺伝子を含んでいる
任意の植物も包含する。
【０１０６】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、非生物的ストレスに対して耐性を示す。そのよう
な植物は、遺伝的形質転換によって得ることができるか、又は、そのようなストレス抵抗
性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。特に
有用なストレス耐性植物としては、以下のものなどがある：
　（１）　植物細胞内又は植物内におけるポリ（ＡＤＰ－リボース）ポリメラーゼ（ＰＡ
ＲＰ）遺伝子の発現及び／又は活性を低減させることが可能な導入遺伝子を含んでいる植
物（ＷＯ　００／０４１７３、ＷＯ　／２００６／０４５６３３、ＥＰ　０４０７７９８
４．５又はＥＰ　０６００９８３６．５に記述されている）；
　（２）　植物又は植物細胞のＰＡＲＧコード化遺伝子の発現及び／又は活性を低減させ
ることが可能なストレス耐性を強化する導入遺伝子を含んでいる植物（例えば、ＷＯ　２
００４／０９０１４０などに記述されている）；
　（３）　ニコチンアミダーゼ、ニコチン酸ホスホリボシルトランスフェラーゼ、ニコチ
ン酸モノヌクレオチドアデニルトランスフェラーゼ、ニコチンアミドアデニンジヌクレオ
チドシンテターゼ又はニコチンアミドホスホリボシルトランスフェラーゼを包含するニコ
チンアミドアデニンジヌクレオチドサルベージ合成経路の植物機能性酵素（ｐｌａｎｔ－
ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｅｎｚｙｍｅ）をコードするストレス耐性を強化する導入遺伝子
を含んでいる植物（例えば、ＥＰ　０４０７７６２４．７、ＷＯ　２００６／１３３８２
７、ＰＣＴ／ＥＰ０７／００２４３３、ＥＰ　１９９９２６３又はＷＯ　２００７／１０
７３２６などに記述されている）。
【０１０７】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、収穫された生産物の改変された量、品質及び／若
しくは貯蔵安定性、並びに／又は、収穫された生産物の特定の成分の改変された特性を示
す。例えば：
　（１）　野生型の植物細胞又は植物において合成された澱粉と比較して、その物理化学
的特性〔特に、アミロース含有量若しくはアミロース／アミロペクチン比、枝分かれ度、
平均鎖長、側鎖分布、粘性挙動、ゲル化強度（ｇｅｌｌｉｎｇ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ）、澱
粉粒径及び／又は澱粉粒子形態〕が変えられていて、特定の用途により適した変性澱粉を
合成するトランスジェニック植物。変性澱粉を合成する該トランスジェニック植物は、例
えば、ＥＰ　０５７１４２７、ＷＯ　９５／０４８２６、ＥＰ　０７１９３３８、ＷＯ　
９６／１５２４８、ＷＯ　９６／１９５８１、ＷＯ　９６／２７６７４、ＷＯ　９７／１
１１８８、ＷＯ　９７／２６３６２、ＷＯ　９７／３２９８５、ＷＯ　９７／４２３２８
、ＷＯ　９７／４４４７２、ＷＯ　９７／４５５４５、ＷＯ　９８／２７２１２、ＷＯ　
９８／４０５０３、ＷＯ　９９／５８６８８、ＷＯ　９９／５８６９０、ＷＯ　９９／５
８６５４、ＷＯ　００／０８１８４、ＷＯ　００／０８１８５、ＷＯ　００／０８１７５
、ＷＯ　００／２８０５２、ＷＯ　００／７７２２９、ＷＯ　０１／１２７８２、ＷＯ　
０１／１２８２６、ＷＯ　０２／１０１０５９、ＷＯ　０３／０７１８６０、ＷＯ　２０
０４／０５６９９９、ＷＯ　２００５／０３０９４２、ＷＯ　２００５／０３０９４１、
ＷＯ　２００５／０９５６３２、ＷＯ　２００５／０９５６１７、ＷＯ　２００５／０９
５６１９、ＷＯ　２００５／０９５６１８、ＷＯ　２００５／１２３９２７、ＷＯ　２０
０６／０１８３１９、ＷＯ　２００６／１０３１０７、ＷＯ　２００６／１０８７０２、
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ＷＯ　２００７／００９８２３、ＷＯ　００／２２１４０、ＷＯ　２００６／０６３８６
２、ＷＯ　２００６／０７２６０３、ＷＯ　０２／０３４９２３、ＥＰ　０６０９０１３
４．５、ＥＰ　０６０９０２２８．５、ＥＰ　０６０９０２２７．７、ＥＰ　０７０９０
００７．１、ＥＰ　０７０９０００９．７、ＷＯ　０１／１４５６９、ＷＯ　０２／７９
４１０、ＷＯ　０３／３３５４０、ＷＯ　２００４／０７８９８３、ＷＯ　０１／１９９
７５、ＷＯ　９５／２６４０７、ＷＯ　９６／３４９６８、ＷＯ　９８／２０１４５、Ｗ
Ｏ　９９／１２９５０、ＷＯ　９９／６６０５０、ＷＯ　９９／５３０７２、ＵＳ　６，
７３４，３４１、ＷＯ　００／１１１９２、ＷＯ　９８／２２６０４、ＷＯ　９８／３２
３２６、ＷＯ　０１／９８５０９、ＷＯ　０１／９８５０９、ＷＯ　２００５／００２３
５９、ＵＳ　５，８２４，７９０、ＵＳ　６，０１３，８６１、ＷＯ　９４／０４６９３
、ＷＯ　９４／０９１４４、ＷＯ　９４／１１５２０、ＷＯ　９５／３５０２６、ＷＯ　
９７／２０９３６に開示されている；
　（２）　非澱粉炭水化物ポリマーを合成するか又は遺伝子組換えがなされていない野生
型植物と比較して改変された特性を有する非澱粉炭水化物ポリマーを合成するトランスジ
ェニック植物。その例は、ポリフルクトース（特に、イヌリン型及びレバン型のポリフル
クトース）を産生する植物（ＥＰ　０６６３９５６、ＷＯ　９６／０１９０４、ＷＯ　９
６／２１０２３、ＷＯ　９８／３９４６０及びＷＯ　９９／２４５９３に開示されている
）、α－１，４－グルカン類を産生する植物（ＷＯ　９５／３１５５３、ＵＳ　２００２
０３１８２６、ＵＳ　６，２８４，４７９、ＵＳ　５，７１２，１０７、ＷＯ　９７／４
７８０６、ＷＯ　９７／４７８０７、ＷＯ　９７／４７８０８及びＷＯ　００／１４２４
９に開示されている）、α－１，６－分枝　α－１，４－グルカン類を産生する植物（Ｗ
Ｏ　００／７３４２２に開示されている）、及び、アルテルナンを産生する植物（ＷＯ　
００／４７７２７、ＷＯ　００／７３４２２、ＥＰ　０６０７７３０１．７、ＵＳ　５，
９０８，９７５及びＥＰ　０７２８２１３などに開示されている）である；
　（３）　ヒアルロナンを産生するトランスジェニック植物（例えば、ＷＯ　２００６／
０３２５３８、ＷＯ　２００７／０３９３１４、ＷＯ　２００７／０３９３１５、ＷＯ　
２００７／０３９３１６、ＪＰ　２００６３０４７７９及びＷＯ　２００５／０１２５２
９などに開示されている）。
【０１０８】
　（４）　トランスジェニック植物又はハイブリッド植物、例えば、「可溶性固形物高含
有量」、「低辛味」（ＬＰ）及び／又は「長期保存」（ＬＳ）などの特性を有するタマネ
ギ（米国特許出願第１２／０２０，３６０号及び米国特許出願第６１／０５４，０２６号
に記述されている）。
【０１０９】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変された繊維特性を有する植物（例え
ば、ワタ植物）である。そのよう植物は、遺伝的形質転換によって得ることができるか、
又は、そのような改変された繊維特性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜するこ
とによって得ることができる。そのような植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　改変された形態のセルロースシンターゼ遺伝子を含んでいる植物（例えば、ワ
タ植物）（ＷＯ　９８／００５４９に記述されている）；
　（ｂ）　改変された形態のｒｓｗ２相同核酸又はｒｓｗ３相同核酸を含んでいる植物（
例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００４／０５３２１９に記述されている）；
　（ｃ）　スクロースリン酸シンターゼの発現が増大している植物（例えば、ワタ植物）
（ＷＯ　０１／１７３３３に記述されている）；
　（ｄ）　スクロースシンターゼの発現が増大している植物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ
　０２／４５４８５に記述されている）；
　（ｅ）　繊維細胞に基づいた原形質連絡のゲーティングのタイミングが（例えば、繊維
選択的β－１，３－グルカナーゼのダウンレギュレーションを介して）改変されている植
物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００５／０１７１５７に記述されているか、又は、Ｅ
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Ｐ　０８０７５５１４．３若しくは米国特許出願第６１／１２８，９３８号に記述されて
いる）；
　（ｆ）　反応性が（例えば、ｎｏｄＣを包含するＮ－アセチルグルコサミントランスフ
ェラーゼ遺伝子の発現及びキチンシンターゼ遺伝子の発現を介して）改変されている繊維
を有する植物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００６／１３６３５１に記述されている）
。
【０１１０】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変されたオイルプロフィール特性を有
する植物（例えば、ナタネ植物又は関連するアブラナ属植物）である。そのよう植物は、
遺伝的形質転換によって得ることができるか、又は、そのような改変されたオイル特性を
付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。そのよう
な植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　オレイン酸含有量が高いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（例え
ば、ＵＳ　５，９６９，１６９、ＵＳ　５，８４０，９４６、ＵＳ　６，３２３，３９２
又はＵＳ　６，０６３，９４７などに記載されている）；
　（ｂ）　リノレン酸含有量が低いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（ＵＳ
　６，２７０，８２８、ＵＳ　６，１６９，１９０又はＵＳ　５，９６５，７５５に記載
されている）；
　（ｃ）　飽和脂肪酸のレベルが低いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（例
えば、米国特許第５，４３４，２８３号又は米国特許出願第１２／６６８３０３号などに
記載されている）。
【０１１１】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変された種子脱粒特性を有する植物（
例えば、ナタネ植物又は関連するアブラナ属植物）である。そのよう植物は、遺伝的形質
転換によって得ることができるか、又は、そのような改変された種子脱粒特性を付与する
突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。そのような植物と
しては、種子の脱粒が遅延されているか又は低減されている植物（例えば、ナタネ植物）
などがある（米国特許出願第６１／１３５，２３０号、ＷＯ　０９／０６８３１３及びＷ
Ｏ　１０／００６７３２に記述されている）。
【０１１２】
　本発明に従って処理し得る特に有用なトランスジェニック植物は、アメリカ合衆国内に
おける規制除外（ｎｏｎ－ｒｅｇｕｌａｔｅｄ　ｓｔａｔｕｓ）についてのアメリカ合衆
国農務省（ＵＳＤＡ）の動植物検疫局（ＡＰＨＩＳ）に対する申請の対象である（ここで
、そのような申請は、許可されているか又は審理中である）、形質転換イベント又は形質
転換イベントの組合せを含んでいる植物である。いつ何時でも、この情報は、ＡＰＨＩＳ
（４７００　Ｒｉｖｅｒ　Ｒｏａｄ　Ｒｉｖｅｒｄａｌｅ，　ＭＤ　２０７３７，ＵＳＡ
）から、例えば、そのインターネットサイト（ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｐｈｉ
ｓ．ｕｓｄａ．ｇｏｖ／ｂｒｓ／ｎｏｔ＿ｒｅｇ．ｈｔｍｌ）において、容易に入手する
ことができる。本出願の出願日においてＡＰＨＩＳが審理中であるか又はＡＰＨＩＳによ
って許可された規制除外に対する申請は、下記情報を含んでいる表Ｂに記載されている申
請であった：
－　申請：　当該申請の識別番号。形質転換イベントについての技術的な記述は、ＡＰＨ
ＩＳから（例えば、ＡＰＨＩＳのウェブサイトにおいて、該申請番号を参照することによ
って）入手可能な個々の申請書類の中に見いだすことができる。それらの記述は、参照に
よって本明細書中に組み入れる。
－　申請の拡張：　拡張が請求されている、先の申請についての言及。
－　会社：　当該申請を提出している事業体の名称。
－　規制物：　関連する植物種。
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－　トランスジェニック表現型：　形質転換イベントによって植物に付与された形質。
－　形質転換イベント又はライン：　規制除外が請求されている１つ又は複数のイベント
（場合により、ラインとも称される）の名称。
－　ＡＰＨＩＳ文書：　ＡＰＨＩＳに請求することが可能な、申請に関してＡＰＨＩＳに
よって刊行されている種々の文書。
【０１１３】
　単一の形質転換イベント又は形質転換イベントの組合せを含んでいる特に有用なさらな
る植物は、例えば、国又は地域のさまざまな規制機関によるデータベースに記載されてい
る〔例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｇｍｏｉｎｆｏ．ｊｒｃ．ｉｔ／ｇｍｐ＿ｂｒｏｗｓｅ．
ａｓｐｘ」及び「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｇｂｉｏｓ．ｃｏｍ／ｄｂａｓｅ．ｐｈｐ」
を参照されたい〕。
【０１１４】
　さらに、特に、トランスジェニック植物としては、表Ｃ中に挙げられている特許文献の
いずれかに記述されているような、栽培学的に中立的な位置又は有益な位置に導入遺伝子
を含んでいる植物などがある。
【０１１５】
　表Ａ
【０１１６】
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【表１】

　表Ｂ
２０１０年３月３１日現在において、ＡＰＨＩＳによって許可されているか又は審理中で
ある規制除外の申請
注記：　「Ｃｒｏｐｓ　Ｎｏ　Ｌｏｎｇｅｒ　Ｒｅｇｕｌａｔｅｄ」の最新のリストを得
るためには、「Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｓｔａｔｕｓ　ｏｆ　Ｐｅｔｉｔｉｏｎｓ」を参照され
たい。このリストは、自動的に更新され、そして、今日までにＡＰＨＩＳによって受理さ
れた全ての申請（これは、審理中の申請、取り下げられた申請、又は、認可された申請を
含んでいる）を反映している。
略号：
ＣＭＶ－キュウリモザイクウイルス；
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ＣＰＢ－コロラドハムシ；
ＰＬＲＶ－ジャガイモ葉巻ウイルス；
ＰＲＳＶ－パパイア輪点ウイルス；
ＰＶＹ－ジャガイモウイルスＹ；
ＷＭＶ２－カボチャモザイクウイルス２
ＺＹＭＶ－ズッキーニ黄斑モザイクウイルス
【０１１７】
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　表Ｃ
【０１１８】
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　本発明の方法で防除することが可能な植物又は作物の病害の中で、以下のものを挙げる
ことができる：
　・　うどんこ病（ｐｏｗｄｅｒｙ　ｍｉｌｄｅｗ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
　ブルメリア（Ｂｌｕｍｅｒｉａ）病、例えば、ブルメリア・グラミニス（Ｂｌｕｍｅｒ
ｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）に起因するもの；
　ポドスファエラ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）病、例えば、ポドスファエラ・レウコトリ
カ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）に起因するもの；
　スファエロテカ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ）病、例えば、スファエロテカ・フリギネ
ア（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）に起因するもの；
　ウンシヌラ（Ｕｎｃｉｎｕｌａ）病、例えば、ウンシヌラ・ネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌ
ａ　ｎｅｃａｔｏｒ）に起因するもの；
　・　さび病（ｒｕｓｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
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　ギムノスポランギウム（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ）病、例えば、ギムノスポラ
ンギウム・サビナエ（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）に起因するも
の；
　ヘミレイア（Ｈｅｍｉｌｅｉａ）病、例えば、ヘミレイア・バスタトリクス（Ｈｅｍｉ
ｌｅｉａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）に起因するもの；
　ファコプソラ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ）病、例えば、ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）又はファコプソラ・メイボミアエ（Ｐｈａｋｏ
ｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）に起因するもの；
　プッシニア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）病、例えば、プッシニア・レコンジテ（Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔｅ）、プッシニア・グラミニス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉ
ｎｉｓ）又はプッシニア・ストリイホルミス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉ
ｓ）に起因するもの；
　ウロミセス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ）病、例えば、ウロミセス・アペンジクラツス（Ｕｒｏ
ｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）に起因するもの；
　・　卵菌類による病害（Ｏｏｍｙｃｅｔｅ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
　アルブゴ（Ａｌｂｕｇｏ）病、例えば、アルブゴ・カンジダ（Ａｌｂｕｇｏ　ｃａｎｄ
ｉｄａ）に起因するもの；
　ブレミア（Ｂｒｅｍｉａ）病、例えば、ブレミア・ラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃ
ｔｕｃａｅ）に起因するもの；
　ペロノスポラ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）病、例えば、ペロノスポラ・ピシ（Ｐｅｒｏ
ｎｏｓｐｏｒａ　ｐｉｓｉ）又はペロノスポラ・ブラシカエ（Ｐ．　ｂｒａｓｓｉｃａｅ
）に起因するもの；
　フィトフトラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）病、例えば、フィトフトラ・インフェスタ
ンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）に起因するもの；
　プラスモパラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ）病、例えば、プラスモパラ・ビチコラ（Ｐｌａ
ｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）に起因するもの；
　プセウドペロノスポラ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）病、例えば、プセウド
ペロノスポラ・フムリ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌｉ）又はプセ
ウドペロノスポラ・クベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉ
ｓ）に起因するもの；
　ピシウム（Ｐｙｔｈｉｕｍ）病、例えば、ピシウム・ウルチムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕ
ｌｔｉｍｕｍ）に起因するもの；
　・　葉斑点性、葉汚斑性及び葉枯れ性の病害（ｌｅａｆｓｐｏｔ，　ｌｅａｆ　ｂｌｏ
ｔｃｈ　ａｎｄ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
　アルテルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）病、例えば、アルテルナリア・ソラニ（Ａｌ
ｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）に起因するもの；
　セルコスポラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ）病、例えば、セルコスポラ・ベチコラ（Ｃｅｒ
ｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）に起因するもの；
　クラジオスポルム（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｕｍ）病、例えば、クラジオスポリウム・ク
クメリヌム（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｎｕｍ）に起因するもの；
　コクリオボルス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ）病、例えば、コクリオボルス・サチブス
（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）（分生子形態：Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ、
異名：Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）又はコクリオボルス・ミヤベアヌス（Ｃｏｃ
ｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ）に起因するもの；
　コレトトリクム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ）病、例えば、コレトトリクム・リン
デムタニウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈａｎｉｕｍ）に起因
するもの；
　シクロコニウム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ）病、例えば、シクロコニウム・オレアギヌ
ム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｕｍ）に起因するもの；
　ジアポルテ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ）病、例えば、ジアポルテ・シトリ（Ｄｉａｐｏｒｔ
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ｈｅ　ｃｉｔｒｉ）に起因するもの；
　エルシノエ（Ｅｌｓｉｎｏｅ）病、例えば、エルシノエ・ファウセッチイ（Ｅｌｓｉｎ
ｏｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉｉ）に起因するもの；
　グロエオスポリウム（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ）病、例えば、グロエオスポリウム・
ラエチコロル（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｌａｅｔｉｃｏｌｏｒ）に起因するもの；
　グロメレラ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ）病、例えば、グロメレラ・シングラタ（Ｇｌｏｍ
ｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）に起因するもの；
　グイグナルジア（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ）病、例えば、グイグナルジア・ビドウェリ（
Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉ）に起因するもの；
　レプトスファエリア（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ）病、例えば、レプトスファエリア
・マクランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）、レプトスファエリア
・ノドルム（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）に起因するもの；
　マグナポルテ（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ）病、例えば、マグナポルテ・グリセア（Ｍａ
ｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）に起因するもの；
　ミコスファエレラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ）病、例えば、ミコスファエレラ・
グラミニコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、ミコスファ
エレラ・アラキジコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌａ）、
ミコスファエレラ・フィジエンシス（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｆｉｊｉｅｎｓｉ
ｓ）に起因するもの；
　ファエオスファエリア（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ）病、例えば、ファエオスファエ
リア・ノドルム（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）に起因するもの；
　ピレノホラ（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）病、例えば、ピレノホラ・テレス（Ｐｙｒｅｎ
ｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）又はピレノホラ・トリチシ・レペンチス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈ
ｏｒａ　ｔｒｉｔｉｃｉ　ｒｅｐｅｎｔｉｓ）に起因するもの；
　ラムラリア（Ｒａｍｕｌａｒｉａ）病、例えば、ラムラリア・コロ－シグニ（Ｒａｍｕ
ｌａｒｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）又はラムラリア・アレオラ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ
　ａｒｅｏｌａ）に起因するもの；
　リンコスポリウム（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）病、例えば、リンコスポリウム・
セカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）に起因するもの；
　セプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）病、例えば、セプトリア・アピイ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ
　ａｐｉｉ）又はセプトリア・リコペルシシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃ
ｉ）に起因するもの；
　チフラ（Ｔｙｐｈｕｌａ）病、例えば、チフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎ
ｃａｒｎａｔａ）に起因するもの；
　ベンツリア（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）病、例えば、ベンツリア・イナエクアリス（Ｖｅｎｔ
ｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）に起因するもの；
　・　根、葉鞘及び茎の病害（ｒｏｏｔ，　ｓｈｅａｔｈ　ａｎｄ　ｓｔｅｍ　ｄｉｓｅ
ａｓｅ）、例えば、
　コルチシウム（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ）病、例えば、コルチシウム・グラミネアルム（Ｃ
ｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）に起因するもの；
　フサリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）病、例えば、フサリウム・オキシスポルム（Ｆｕｓａ
ｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）に起因するもの；
　ガエウマンノミセス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ）病、例えば、ガエウマンノミセ
ス・グラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）に起因するもの；
　リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）病、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉ
ｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）に起因するもの；
　サロクラジウム（Ｓａｒｏｃｌａｄｉｕｍ）病、例えば、サロクラジウム・オリザエ（
Ｓａｒｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｒｙｚａｅ）に起因するもの；
　スクレロチウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ）病、例えば、スクレロチウム・オリザエ（Ｓ
ｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｏｒｙｚａｅ）に起因するもの；
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　タペシア（Ｔａｐｅｓｉａ）病、例えば、タペシア・アクホルミス（Ｔａｐｅｓｉａ　
ａｃｕｆｏｒｍｉｓ）に起因するもの；
　チエラビオプシス（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ）病、例えば、チエラビオプシス・バ
シコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）に起因するもの；
　・　穂の病害（ｅａｒ　ａｎｄ　ｐａｎｉｃｌｅ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
　アルテルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）病、例えば、アルテルナリア属種（Ａｌｔｅ
ｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）に起因するもの；
　アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）病、例えば、アスペルギルス・フラブス（
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）に起因するもの；
　クラドスポリウム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）病、例えば、クラドスポリウム属種（
Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）に起因するもの；
　クラビセプス（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ）病、例えば、クラビセプス・プルプレア（Ｃｌａ
ｖｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）に起因するもの；
　フサリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）病、例えば、フサリウム・クルモルム（Ｆｕｓａｒｉ
ｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）に起因するもの；
　ジベレラ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ）病、例えば、ジベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌ
ｌａ　ｚｅａｅ）に起因するもの；
　モノグラフェラ（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ）病、例えば、モノグラフェラ・ニバリ
ス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）に起因するもの；
　・　黒穂病（ｓｍｕｔ　ａｎｄ　ｂｕｎｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
　スファセロテカ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ）病、例えば、スファセロテカ・レイリ
アナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）に起因するもの；
　チレチア（Ｔｉｌｌｅｔｉａ）病、例えば、チレチア・カリエス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　
ｃａｒｉｅｓ）に起因するもの；
　ウロシスチス（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ）病、例えば、ウロシスチス・オクルタ（Ｕｒｏｃ
ｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）に起因するもの；
　ウスチラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ）病、例えば、ウスチラゴ・ヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　
ｎｕｄａ）に起因するもの；
　・　果実の腐敗性及び黴性の病害（ｆｒｕｉｔ　ｒｏｔ　ａｎｄ　ｍｏｕｌｄ　ｄｉｓ
ｅａｓｅ）、例えば、
　アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）病、例えば、アスペルギルス・フラブス（
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）に起因するもの；
　ボトリチス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）病、例えば、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉ
ｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）に起因するもの；
　ペニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）病、例えば、ペニシリウム・エキスパンスム
（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）に起因するもの；
　リゾプス（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ）病、例えば、リゾプス・ストロニフェル（Ｒｈｉｚｏｐ
ｕｓ　ｓｔｏｌｏｎｉｆｅｒ）に起因するもの；
　スクレロチニア（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ）病、例えば、スクレロチニア・スクレロチ
オルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）に起因するもの；
　ベルチシリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ）病、例えば、ベルチシリウム・アルボアト
ルム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ａｌｂｏａｔｒｕｍ）に起因するもの；
　・　種子及び土壌が媒介する腐朽性、黴性、萎凋性、腐敗性及び苗立ち枯れ性の病害（
ｓｅｅｄ　ａｎｄ　ｓｏｉｌｂｏｒｎｅ　ｄｅｃａｙ，　ｍｏｕｌｄ，　ｗｉｌｔ，　ｒ
ｏｔ　ａｎｄ　ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ　ｄｉｓｅａｓｅ）、
　アルテルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）病、例えば、アルテルナリア・ブラシシコラ
（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃｉｃｏｌａ）に起因するもの；
　アファノミセス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ）病、例えば、アファノミセス・エウテイケ
ス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｅｕｔｅｉｃｈｅｓ）に起因するもの；
　アスコキタ（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ）病、例えば、アスコキタ・レンチス（Ａｓｃｏｃｈ
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ｙｔａ　ｌｅｎｔｉｓ）に起因するもの；
　アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）病、例えば、アスペルギルス・フラブス（
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）に起因するもの；
　クラドスポリウム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）病、例えば、クラドスポリウム・ヘル
バルム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｈｅｒｂａｒｕｍ）に起因するもの；
　コクリオボルス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ）病、例えば、コクリオボルス・サチブス
（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）（分生子形態：Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ、
Ｂｉｐｏｌａｒｉｓ　異名：Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）に起因するもの；
　コレトトリクム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ）病、例えば、コレトトリクム・ココ
デス（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｏｃｃｏｄｅｓ）に起因するもの；
　フサリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）病、例えば、フサリウム・クルモルム（Ｆｕｓａｒｉ
ｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）に起因するもの；
　ジベレラ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ）病、例えば、ジベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌ
ｌａ　ｚｅａｅ）に起因するもの；
　マクロホミナ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ）病、例えば、マクロホミナ・ファセオリナ
（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌｉｎａ）に起因するもの；
　モノグラフェラ（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ）病、例えば、モノグラフェラ・ニバリ
ス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）に起因するもの；
　ペニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）病、例えば、ペニシリウム・エキスパンスム
（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）に起因するもの；
　ホマ（Ｐｈｏｍａ）病、例えば、ホマ・リンガム（Ｐｈｏｍａ　ｌｉｎｇａｍ）に起因
するもの；
　ホモプシス（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ）病、例えば、ホモプシス・ソジャエ（Ｐｈｏｍｏｐ
ｓｉｓ　ｓｏｊａｅ）に起因するもの；
　フィトフトラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）病、例えば、フィトフトラ・カクトルム（
Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）に起因するもの；
　ピレノホラ（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）病、例えば、ピレノホラ・グラミネア（Ｐｙｒ
ｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）に起因するもの；
　ピリクラリア（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ）病、例えば、ピリクラリア・オリザエ（Ｐｙ
ｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）に起因するもの；
　ピシウム（Ｐｙｔｈｉｕｍ）病、例えば、ピシウム・ウルチムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕ
ｌｔｉｍｕｍ）に起因するもの；
　リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）病、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉ
ｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）に起因するもの；
　リゾプス（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ）病、例えば、リゾプス・オリザエ（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　
ｏｒｙｚａｅ）に起因するもの；
　スクレロチウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ）病、例えば、スクレロチウム・ロルフシイ（
Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）に起因するもの；
　セプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）病、例えば、セプトリア・ノドルム（Ｓｅｐｔｏｒｉ
ａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）に起因するもの；
　チフラ（Ｔｙｐｈｕｌａ）病、例えば、チフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎ
ｃａｒｎａｔａ）に起因するもの；
　ベルチシリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ）病、例えば、ベルチシリウム・ダーリア
エ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ）に起因するもの；
　・　腐乱性病害、開花病及び枯れ込み性病害（ｃａｎｋｅｒ，　ｂｒｏｏｍ　ａｎｄ　
ｄｉｅｂａｃｋ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
　ネクトリア（Ｎｅｃｔｒｉａ）病、例えば、ネクトリア・ガリゲナ（Ｎｅｃｔｒｉａ　
ｇａｌｌｉｇｅｎａ）に起因するもの；
　・　枯損性病害（ｂｌｉｇｈｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
　モニリニア（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ）病、例えば、モニリニア・ラキサ（Ｍｏｎｉｌｉｎ
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ｉａ　ｌａｘａ）に起因するもの；
　・　葉水泡性病害又は縮葉病（ｌｅａｆ　ｂｌｉｓｔｅｒ　ｏｒ　ｌｅａｆ　ｃｕｒｌ
　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、
　エキソバシジウム（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ）病、例えば、エキソバシジウム・ベキサ
ンス（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｖｅｘａｎｓ）に起因するもの；
　タフリナ（Ｔａｐｈｒｉｎａ）病、例えば、タフリナ・デホルマンス（Ｔａｐｈｒｉｎ
ａ　ｄｅｆｏｒｍａｎｓ）に起因するもの；
　・　木本植物の衰退性病害（ｄｅｃｌｉｎｅ　ｄｉｓｅａｓｅ　ｏｆ　ｗｏｏｄｅｎ　
ｐｌａｎｔ）、例えば、
　エスカ（Ｅｓｃａ）病、例えば、ファエオモニエラ・クラミドスポラ（Ｐｈａｅｏｍｏ
ｎｉｅｌｌａ　ｃｌａｍｙｄｏｓｐｏｒａ）に起因するもの；
　ユーティパダイバック病（Ｅｕｔｙｐａ　ｄｙｅｂａｃｋ）、例えば、ユーティパ・ラ
タ（Ｅｕｔｙｐａ　ｌａｔａ）に起因するもの；
　ガノデルマ（Ｇａｎｏｄｅｒｍａ）病、例えば、ガノデルマ・ボニネンセ（Ｇａｎｏｄ
ｅｒｍａ　ｂｏｎｉｎｅｎｓｅ）に起因するもの；
　リギドポルス（Ｒｉｇｉｄｏｐｏｒｕｓ）病、例えば、リギドポルス・リグノスス（Ｒ
ｉｇｉｄｏｐｏｒｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｕｓ）に起因するもの；
　・　花及び種子の病害、例えば、
　ボトリチス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）病、例えば、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉ
ｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）に起因するもの；
　・　塊茎の病害、例えば、
　リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）病、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉ
ｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）に起因するもの；
　ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）病、例えば、ヘルミント
スポリウム・ソラニ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）に起因するも
の；
　・　根瘤病（ｃｌｕｂ　ｒｏｏｔ　ｄｉｓｅａｓｅｓ）、例えば、
　プラスモジオホラ（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ）病、例えば、プラスモジオホラ・
ブラシカエ（Ｐｌａｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）に起因するもの；
　・　例えば以下のものなどの細菌性微生物に起因する病害：
　キサントモナス属各種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、キサン
トモナス・カムペストリス　ｐｖ．オリザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔ
ｒｉｓ　ｐｖ．　ｏｒｙｚａｅ）；
　シュードモナス属各種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、シュー
ドモナス・シリンガエ　ｐｖ．ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａ
ｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）；
　エルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、エルウィニア・ア
ミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）。
【０１１９】
　本発明の組成物は、材木の表面又は内部で発生するであろう菌類病に対しても使用する
ことができる。用語「材木（ｔｉｍｂｅｒ）」は、全ての種類の木材、そのような木材を
建築用に加工した全てのタイプのもの、例えば、ソリッドウッド、高密度木材、積層木材
及び合板などを意味する。本発明による材木の処理方法は、主に、本発明の１種類以上の
化合物又は本発明の組成物を接触させることにより行う。これには、例えば、直接的な塗
布、噴霧、浸漬、注入、又は、別の適切な任意の方法が包含される。
【０１２０】
　本発明の処理方法において通常施用される活性化合物の薬量は、茎葉処理における施用
では、一般に、また、有利には、１０～８００ｇ／ｈａ、好ましくは、５０～３００ｇ／
ｈａである。種子処理の場合は、施用する活性物質の薬量は、一般に、また、有利には、
種子１００ｋｇ当たり２～２００ｇ、好ましくは、種子１００ｋｇ当たり３～１５０ｇで
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【０１２１】
　本明細書中で示されている薬量が本発明の方法を例証するための例として挙げられてい
るということは、明確に理解される。当業者は、特に処理対象の植物又は作物の種類に応
じて、該施用薬量を適合させる方法を理解するであろう。
【０１２２】
　本発明の化合物又は混合物は、さらにまた、例えば、真菌症、皮膚病、白癬菌性疾患（
ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｄｉｓｅａｓｅ）及びカンジダ症、又は、アスペルギルス属
種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）（例えば、アスペルギルス・フミガツス（Ａｓ
ｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ））に起因する疾患のような、ヒト又は動物の
菌類病を治療的又は予防的に処置するのに有用な組成物を調製するのに使用することもで
きる。
【０１２３】
　化合物例についての下記表及び調製又は効力についての下記実施例を参照して、本発明
のさまざまな態様について説明する。
【０１２４】
　表１は、本発明による式（Ｉ）：
【０１２５】
【化１０】

で表される化合物の例について非限定的に例証している。
【０１２６】
　表１おいて、「Ｍ＋Ｈ」（「ＡｐｃＩ＋」）は、ポジティブ大気圧化学イオン化法によ
る質量分析において観察された分子イオンピークプラス１ａ．ｍ．ｕ．（原子質量単位）
を意味する。
【０１２７】
　表１において、ｌｏｇＰ値は、「ＥＥＣ　Ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ　７９／８３１　Ａｎｎ
ｅｘ　Ｖ．Ａ８」に従い、下記に記載されている方法を用いて、逆相カラム（Ｃ１８）で
のＨＰＬＣ（高性能液体クロマトグラフィー）により測定した：
温度：　４０℃；
移動相：　０．１％水性ギ酸及びアセトニトリル；１０％アセトニトリルから９０％アセ
トニトリルまでの直線勾配。
【０１２８】
　較正は、ｌｏｇＰ値が知られている非分枝鎖アルカン－２－オン（３個～１６個の炭素
原子含有）を用いて実施した（ｌｏｇＰ値は、連続する２種類のアルカノンの間の線形補
間を用いて、保持時間をにより測定）。ラムダマックス値は、２００ｎｍ～４００ｎｍの
紫外線スペクトル及びクロマトグラフシグナルのピーク値を用いて決定した。
【０１２９】
　表１：
【０１３０】
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　下記実施例により、本発明の式（Ｉ）で表される化合物の調製及び効力について非限定
的に例証する。
【実施例】
【０１３１】
　５－クロロ－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
ン酸（実施例ＩＩＩａ－１）の合成
　５００ｍＬ容フラスコの中で、３０ｍＬのトルエンに、６．０ｇ（３１ｍｍｏｌ）の５
－クロロ－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カラバルデ
ヒドを添加する。その反応混合物に、その温度を３７℃未満に維持しながら、２．４ｇ（
６２ｍｍｏｌ）の水酸化ナトリウムを６ｍＬの水に溶解させた溶液を添加した後、過酸化
水素の３０％水溶液１０３ｍＬを添加する。その添加が完了した後、その反応混合物を５
０℃で７時間撹拌する。その反応混合物を室温まで戻したら、２相を分離させ、その有機
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相を１００ｍＬの水で抽出する。その水相を合して水性塩酸で酸性化してｐＨ２とする。
生じた白色の沈澱物を濾過し、２０ｍＬの水で２回洗浄し、乾燥させて、３．２ｇの５－
クロロ－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸を
白色の固体として得る。
１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ６）　δｐｐｍ：　３．７８（ｓ，３Ｈ）；
７．１２（ｔ，１Ｈ，ＪＨＦ＝５３．６０Ｈｚ）；１３．１９（ｓ，１Ｈ）；
ＩＲ（ＫＢｒ）：１６８８ｃｍ－１（Ｃ＝Ｏ）；２２００－３２００ｃｍ－１広幅（水素
結合）。
【０１３２】
　５－クロロ－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
ニルクロリド（実施例ＩＩＩｂ－１）の合成
　３．２ｇの５－クロロ－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボン酸及び４４．３ｍＬの塩化チオニルを５時間還流する。冷却後、その反応混
合物を減圧下に蒸発させて、３．５ｇの５－クロロ－３－（ジフルオロメチル）－１－メ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボニルクロリドを黄色の油状物として得る。
１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＨＣｌ３－ｄ６）　δｐｐｍ：　３．９７（ｓ，３Ｈ）
；７．００（ｔ，Ｊ＝５２．０１Ｈｚ，１Ｈ）；
ＩＲ（ＴＱ）：１７５９ｃｍ－１及び１７２５ｃｍ－１（Ｃ＝Ｏ）。
【０１３３】
　３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボニルフルオリド（実施例ＩＩＩｃ－１）の合成
　４．０ｇ（７０ｍｍｏｌ）のフッ化カリウムを２１ｍＬのテトラヒドロチオフェン－１
，１－ジオキシドに溶解させて脱水した溶液に、１００℃で、５．０ｇ（２２ｍｍｏｌ）
の５－クロロ－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
ニルクロリドを１５ｍＬのトルエンに溶解させた溶液を添加する。得られた反応混合物を
１９０～２００℃で２２時間撹拌する。減圧下で蒸留して、テトラヒドロチオフェン－１
，１－ジオキシド中の３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボニルフルオリドの８ｇの溶液（２５モル％）を得る。
１Ｈ　ＮＭＲ（２５０ＭＨｚ，ＣＨＣｌ３－ｄ６）　δｐｐｍ：　３．８７（ｓ，３Ｈ）
；６．７９（ｔ，Ｊ＝５３．７５Ｈｚ，１Ｈ）；
１９Ｆ　ＮＭＲ（２５０ＭＨｚ，ＣＨＣｌ３－ｄ６）　δｐｐｍ：　４５．３７（ｓ，Ｃ
ＯＦ）；－１１７．５（ｄ，Ｊ＝２８．２Ｈｚ）；－１３１．６（ｍ）。
【０１３４】
　３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボン酸（実施例ＩＩＩｄ－１）の合成
　４００ｍＬの１Ｎ水酸化ナトリウム水溶液に、テトラヒドロチオフェン－１，１－ジオ
キシド中の３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボニルフルオリドの６７．５ｇの溶液（１０モル％）を滴下して加える。その添
加中は、温度を２０℃未満に維持する。室温で２時間撹拌した後、その反応混合物を、水
性濃塩酸を用いて、注意深く酸性化して、ｐＨ２とする。生じた白色の沈澱物を濾過し、
水で洗浄し、乾燥させて、６ｇの３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸を白色の固体として得る。
１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ６）　δｐｐｍ：　３．９０（ｓ，３Ｈ）；
７．２２（ｔ，１Ｈ，ＪＨＦ＝５３．５５Ｈｚ）；１３．３３（ｓ，１Ｈ）。
【０１３５】
　３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボニルクロリド（実施例ＩＩＩｅ－１）の合成
　９．１ｇの３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボン酸及び７５．５ｍＬの塩化チオニルを１．５時間還流する。冷却後、その
反応混合物を減圧下で蒸発させて、１０ｇの３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－
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ＧＣ－ＭＳ；　観測されたＭ／ｚ：分子イオン：（Ｍ＋．）＝２１２；　フラグメント：
（Ｍ＋．－Ｃｌ）＝１７７、及び、（Ｍ＋．－Ｆ）＝１９３。
【０１３６】
　一般的な調製実施例２：　ＣｈｅｍｓｐｅｅｄＴＭ装置上での式（Ｉ）で表されるアミ
ドの調製
　１３ｍＬ容ＣｈｅｍｓｐｅｅｄＴＭバイアルの中に、ジクロロメタン中のアミン（ＩＩ
）の０．１５モル溶液４ｍＬ（０．６０ｍｍｏｌｅ）を入れた後、０．７２ｍｍｏｌｅの
トリエチルアミンを入れる。１分間当たり１ｍＬの速度で、塩化アシル（ＩＩＩｂ）又は
（ＩＩＩｅ）の０．３０モル溶液２ｍＬ（０．６０ｍｍｏｌｅ）を添加し、得られた混合
物を、次いで、室温で一晩撹拌する。次いで、１ｍＬの水を添加し、その混合物を塩基性
アルミナカートリッジ（２ｇ）の上に注ぎ、ジクロロメタンで溶離させる。溶媒を除去し
、得られた粗製アミド誘導体をＬＣＭＳとＮＭＲで分析する。充分には純粋でない化合物
は、分取ＬＣＭＳでさらに精製する。
【０１３７】
　一般的な調製実施例３：　ＣｈｅｍｓｐｅｅｄＴＭ装置上での式（Ｉ）で表されるアミ
ドのチオン化（ｔｈｉｏｎａｔｉｏｎ）
　１３ｍＬ容ＣｈｅｍｓｐｅｅｄＴＭバイアルの中に、０．２７ｍｍｏｌｅの五硫化リン
（Ｐ２Ｓ５）を量って入れる。ジオキサン中のアミド（Ｉ）の０．１８モル溶液３ｍＬ（
０．５４ｍｍｏｌｅ）を添加し、得られた混合物を還流温度で２時間加熱する。次いで、
その温度を８０℃まで下げ、２．５ｍＬの水を添加する。その混合物を８０℃でさらに１
時間加熱する。次いで、２ｍＬの水を添加し、その反応混合物を４ｍＬのジクロロメタン
で２回抽出する。その有機相を塩基性アルミナカートリッジ（２ｇ）の上にデポジットさ
せ、８ｍＬのジクロロメタンで２回溶離させる。溶媒を除去し、得られた粗製チオアミド
誘導体をＬＣＭＳとＮＭＲで分析する。充分には純粋でない化合物は、分取ＬＣＭＳでさ
らに精製する。
【０１３８】
　実施例Ａ：　スファエロテカ・フリギネア（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉ
ｎｅａ）（キュウリ）に対するインビボ予防試験
　　　　溶媒：　　　　４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０１３９】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物の該調製物を記載されている
施用量で噴霧する。この処理の１日後、、該植物に、スファエロテカ・フリギネア（Ｓｐ
ｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）の胞子の水性懸濁液を用いて接種する。次
いで、その植物を、約２３℃で相対大気湿度約７０％の温室の中に置く。
【０１４０】
　当該試験について、上記接種の７日後に評価する。０％は、処理されていない対照の効
力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。
【０１４１】
　これらの条件下、表Ａの下記化合物を活性成分の薬量５００ｐｐｍで用いて、良好な保
護（少なくとも７０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ａ：
【０１４２】
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【表５】

　同じ条件下、表Ａ２に示されているように、化合物６９を活性成分の薬量５００ｐｐｍ
で用いて良好な保護（少なくとも７０％）が観察されるが、特許出願ＣＮ－１１８８７６
４に開示されている実施例１８６の化合物では全く保護されないのが観察される。
【０１４３】
　表Ａ２：
【０１４４】

【表６】

　国際特許ＣＮ－１１８８７６４に開示されている実施例１８６は、「５－クロロ－Ｎ－
［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－１－メチル－３－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド」に対応する。
【０１４５】
　これらの結果は、本発明による化合物がＣＮ－１１８８７６４に開示されている構造的
に最も近い化合物よりも極めて優れた生物学的活性を有しているということを示している
。
【０１４６】
　実施例Ｂ：　アルテルナリア・ソラニ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）（トマ
ト）に対するインビボ予防試験
　　　　溶媒：　　　　４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０１４７】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物の該調製物を記載されている
施用量で噴霧する。この処理の１日後、該植物に、アルテルナリア・ソラニ（Ａｌｔｅｒ
ｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）の胞子の水性懸濁液を用いて接種する。その植物を、約２２
℃で相対大気湿度１００％のインキュベーション室の中に１日間置く。次いで、その植物
を、約２０℃で相対大気湿度９６％のインキュベーション室の中に置く。
【０１４８】
　当該試験について、上記接種の７日後に評価する。０％は、処理されていない対照の効
力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。
【０１４９】
　これらの条件下、表Ｂの下記化合物を活性成分の薬量５００ｐｐｍで用いて、良好な保
護（少なくとも７０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｂ：
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【０１５０】
【表７】

　同じ条件下、表Ｂ２に示されているように、化合物１３８を活性成分の薬量５００ｐｐ
ｍで用いて優れた保護（９５％を超える）が観察されるが、ＷＯ－２００９／０１６２２
１において特許請求されているデス－フルオロ類似体化合物ＣＭＰ１では全く保護されな
いのが観察される。
【０１５１】
　表Ｂ２：
【０１５２】
【表８】

　ＷＯ－２００８／０１６２２１において特許請求されているデス－フルオロ類似体化合
物ＣＭＰ１は、「Ｎ－［（２－クロロキノリン－４－イル）メチル］－Ｎ－シクロプロピ
ル－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド」
に対応する。
【０１５３】
　これらの結果は、本発明による化合物がＷＯ－２００８／０１６２２１に開示されてい
る構造的に最も近い化合物よりも極めて優れた生物学的活性を有しているということを示
している。
【０１５４】
　同じ条件下、表Ｂ３に示されているように、化合物７１を活性成分の薬量５００ｐｐｍ
で用いて優れた保護（少なくとも９５％）が観察されるが、特許出願ＷＯ－２００９／０
１６２２２に開示されている実施例２８の化合物では全く保護されないのが観察される。
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【０１５５】
　表Ｂ３：
【０１５６】
【表９】

　国際特許ＷＯ－２００９／０１６２２２に開示されている実施例２８は、「Ｎ－（１－
ベンゾフラン－２－イルメチル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド」に対応する。
【０１５７】
　これらの結果は、本発明による化合物がＷＯ－２００９／０１６２２２に開示されてい
る構造的に最も近い化合物よりも優れた生物学的活性を有しているということを示してい
る。
【０１５８】
　同じ条件下、表Ｂ４に示されているように、化合物１０を活性成分の薬量５００ｐｐｍ
で用いて完全な保護が観察されるが、特許出願ＣＮ－１１８８７６４に開示されている実
施例１６８の化合物では全く保護されないのが観察される。
【０１５９】
　表Ｂ４：
【０１６０】

【表１０】

　国際特許ＣＮ－１１８８７６４に開示されている実施例１６８は、「５－クロロ－Ｎ－
（２－フリルメチル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド」に対応する。
【０１６１】
　これらの結果は、本発明による化合物がＣＮ－１１８８７６４に開示されている構造的
に最も近い化合物よりも極めて優れた生物学的活性を有しているということを示している
。
【０１６２】
　実施例Ｃ：　ピレノホラ・テレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）（オオムギ
）に対するインビボ予防試験
　　　　溶媒：　　　　４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０１６３】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物の該調製物を記載されている
施用量で噴霧する。この処理の１日後、該植物に、ピレノホラ・テレス（Ｐｙｒｅｎｏｐ
ｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）の胞子の水性懸濁液を用いて接種する。その植物を、２２℃で相
対大気湿度１００％のインキュベーション室の中に４８時間置く。次いで、その植物を、
温度約２０℃で相対大気湿度約８０％の温室の中に置く。
【０１６４】
　当該試験について、上記接種の７～９日後に評価する。０％は、処理されていない対照
の効力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する
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。
【０１６５】
　これらの条件下、表Ｃの下記化合物を活性成分の薬量５００ｐｐｍで用いて、良好な保
護（少なくとも７０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｃ：
【０１６６】
【表１１】

　実施例Ｄ：　ベンツリア・イナエクアリス（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ
）（リンゴ黒星病）に対するインビボ予防試験
　　　　溶媒：　　２４．５重量部のアセトン
　　　　　　　　　２４．５重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０１６７】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物の該調製物を記載されている
施用量で噴霧する。噴霧による被膜が乾燥した後、該植物に、リンゴ黒星病の病原である
ベンツリア・イナエクアリス（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）の分生子の水
性懸濁液を用いて接種し、次いで、その植物を、約２０℃で相対大気湿度１００％のイン
キュベーション室の中に１日間置く。
【０１６８】
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　次いで、その植物を、約２１℃で相対大気湿度約９０％の温室の中に置く。
【０１６９】
　当該試験について、上記接種の１０日後に評価する。０％は、処理されていない対照の
効力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。
【０１７０】
　これらの条件下、表Ｄの下記化合物を活性成分の薬量１００ｐｐｍで用いて、優れた保
護（少なくとも９８％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｄ：
【０１７１】
【表１２】

　同じ条件下、表Ｄ２に示されているように、化合物８５を活性成分の薬量１０ｐｐｍで
用いて優れた保護（少なくとも９９％）が観察されるが、特許出願ＷＯ－２００９／０１
６２２２に開示されている実施例１７の化合物では弱い保護（２５％未満）が観察される
。
【０１７２】
　表Ｄ２：
【０１７３】
【表１３】

　国際特許ＷＯ－２００９／０１６２２２に開示されている実施例１７は、「Ｎ－［１－
（１－ベンゾチオフェン－３－イル）エチル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド」に対応する。
【０１７４】
　これらの結果は、本発明による化合物がＷＯ－２００９／０１６２２２に開示されてい
る構造的に最も近い化合物よりも優れた生物学的活性を有しているということを示してい
る。
【０１７５】
　同じ条件下、表Ｄ３に示されているように、化合物１６９を活性成分の薬量１００ｐｐ
ｍ及び１０ｐｐｍで用いて優れた保護（９５％を超える）から平均的な保護（５０％を超
える）までが観察されるが、ＷＯ－２００８／０１５１８９において特許請求されている
デス－フルオロ類似体化合物ＣＭＰ２では平均的な保護（６０％未満）から極めて劣った
保護（５％未満）までが観察される。
【０１７６】
　表Ｄ３：
【０１７７】

【表１４】
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　ＷＯ－２００８／０１５１８９において特許請求されているデス－フルオロ類似体化合
物ＣＭＰ２は、「Ｎ－［（５－クロロ－３－イソプロピル－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－イル）メチル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド」に対応する。
【０１７８】
　これらの結果は、本発明による化合物がＷＯ－２００８／０１５１８９に開示されてい
る構造的に最も近い化合物よりも優れた生物学的活性を有しているということを示してい
る。
【０１７９】
　実施例Ｅ：　セプトリア・トリチシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）（コムギ）
に対するインビボ予防試験
　　　　溶媒：　　　　４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物又は活性化合物組
合せを上記量の溶媒及び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度と
する。
【０１８０】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物又は活性化合物組合せの該調
製物を記載されている施用量で噴霧する。
【０１８１】
　噴霧による被膜が乾燥した後、該植物に、セプトリア・トリチシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　
ｔｒｉｔｉｃｉ）の胞子の懸濁液を噴霧する。その植物を、約２０℃で相対大気湿度約１
００％のインキュベーション室の中に４８時間置き、その後、相対大気湿度約１００％の
半透明のインキュベーション室の中に約１５℃で６０時間置く。
【０１８２】
　その植物を、温度約１５℃で相対大気湿度約８０％の温室の中に置く。
【０１８３】
　当該試験について、上記接種の２１日後に評価する。０％は、処理されていない対照の
効力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。
【０１８４】
　これらの条件下、表Ｅの下記化合物を活性成分の薬量５００ｐｐｍで用いて、良好な保
護（少なくとも７０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｅ：
【０１８５】
【表１５】

　実施例Ｆ：　ブルメリア・グラミニス（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）（オオ
ムギ）に対するインビボ予防試験
　　　　溶媒：　　　　４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物又は活性化合物組
合せを上記量の溶媒及び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度と
する。
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【０１８６】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物又は活性化合物組合せの該調
製物を記載されている施用量で噴霧する。
【０１８７】
　噴霧による被膜が乾燥した後、該植物に、ブルメリア・グラミニス　ｆ．ｓｐ．　ホル
デイ（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．ｓｐ．　ｈｏｒｄｅｉ）の胞子を振り
かける。
【０１８８】
　その植物を、温度約１８℃で相対大気湿度約８０％の温室の中に置いて、うどんこ病に
よるいぼ状隆起（ｍｉｌｄｅｗ　ｐｕｓｔｕｌｅ）の発生を促進する。
【０１８９】
　当該試験について、上記接種の７日後に評価する。０％は、処理されていない対照の効
力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。
【０１９０】
　これらの条件下、表Ｆの下記化合物を活性成分の薬量５００ｐｐｍで用いて、良好な保
護（少なくとも７０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｆ：
【０１９１】
【表１６】

　実施例Ｇ：　フサリウム・ニバレ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）（コムギ）に対
するインビボ治療試験
　　　　溶媒：　　　　４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物又は活性化合物組
合せを上記量の溶媒及び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度と
する。
【０１９２】
　治療活性について試験するために、幼植物に、サンドブラストを用いて僅かに傷を付け
、その後、フサリウム・ニバレ（ｖａｒ．マジュス）（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ
　（ｖａｒ．ｍａｊｕｓ））の分生子の懸濁液を噴霧し、その植物を、温室内の温度約１
０℃で相対大気湿度約１００％の半透明のインキュベーション室の中に２４時間置き、そ
の後、活性化合物の該調製物を記載されている施用量で噴霧する。
【０１９３】
　噴霧による被膜が乾燥した後、該植物を、温室内の温度約１０℃で相対大気湿度約１０
０％の半透明のインキュベーションクローシュの中に置く。
【０１９４】
　当該試験について、上記接種の５日後に評価する。０％は、処理されていない対照の効
力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。こ
れらの条件下、表Ｇの下記化合物を活性成分の薬量５００ｐｐｍで用いて、良好な保護（
少なくとも７０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｇ：
【０１９５】
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【表１７】

　実施例Ｈ：　レプトスファエリア・ノドルム（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏ
ｒｕｍ）（コムギ）に対するインビボ予防試験
　　　　溶媒：　　　　４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０１９６】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物の調製物を記載されている施
用量で噴霧する。この処理の１日後、該植物に、レプトスファエリア・ノドルム（Ｌｅｐ
ｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）の胞子の水性懸濁液を用いて接種する。その植
物を、２２℃で相対大気湿度１００％のインキュベーション室の中に４８時間置く。次い
で、その植物を、温度約２２℃で相対大気湿度約９０％の温室の中に置く。
【０１９７】
　当該試験について、上記接種の７～９日後に評価する。０％は、処理されていない対照
の効力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する
。
【０１９８】
　これらの条件下、表Ｈの下記化合物を活性成分の薬量５００ｐｐｍで用いて、良好な保
護（少なくとも７０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｈ：
【０１９９】

【表１８】

　実施例Ｉ：　ウロミセス・アペンジクラツス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕ
ｌａｔｕｓ）（インゲンマメ）に対するインビボ予防試験
　　　　溶媒：　　２４．５重量部のアセトン
　　　　　　　　　２４．５重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２００】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物の該調製物を記載されている
施用量で噴霧する。噴霧による被膜が乾燥した後、該植物に、インゲンマメさび病の病原
であるウロミセス・アペンジクラツス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕ
ｓ）の胞子の水性懸濁液を用いて接種し、次いで、その植物を、約２０℃で相対大気湿度
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１００％のインキュベーション室の中に１日間置く。
【０２０１】
　次いで、その植物を、約２１℃で相対大気湿度約９０％の温室の中に置く。
【０２０２】
　当該試験について、上記接種の１０日後に評価する。０％は、処理されていない対照の
効力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。
【０２０３】
　これらの条件下、表Ｉの下記化合物を活性成分の薬量１００ｐｐｍで用いて、高い保護
（少なくとも８０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｉ：
【０２０４】
【表１９】

　実施例Ｊ：　プッシニア・トリチシナ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ）（コ
ムギ）に対するインビボ保護試験
　　　　溶媒：　　　　４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物又は活性化合物組
合せを上記量の溶媒及び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度と
する。
【０２０５】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物又は活性化合物組合せの該調
製物を記載されている施用量で噴霧する。
【０２０６】
　噴霧による被膜が乾燥した後、該植物に、プッシニア・トリチシナ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ
　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ）の胞子の懸濁液を噴霧する。その植物を、約２０℃で相対大気湿
度約１００％のインキュベーション室の中に４８時間置く。
【０２０７】
　その植物を、温度約２０℃で相対大気湿度約８０％の温室の中に置く。
【０２０８】
　当該試験について、上記接種の８日後に評価する。０％は、処理されていない対照の効
力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。
【０２０９】
　これらの条件下、表Ｊの下記化合物を活性成分の薬量５００ｐｐｍで用いて、良好な保
護（少なくとも７０％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｊ：
【０２１０】

【表２０】
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　同じ条件下、表Ｊ２に示されているように、化合物８５を活性成分の薬量５００ｐｐｍ
で用いて完全な保護が観察されるが、特許出願ＷＯ－２００９／０１６２２２に開示され
ている実施例１７の化合物では弱い保護（２５％未満）が観察される。
【０２１１】
　表Ｊ２：
【０２１２】
【表２１】

　国際特許ＷＯ－２００９／０１６２２２に開示されている実施例１７は、「Ｎ－［１－
（１－ベンゾチオフェン－３－イル）エチル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド」に対応する。
【０２１３】
　これらの結果は、本発明による化合物がＷＯ－２００９／０１６２２２に開示されてい
る構造的に最も近い化合物よりも極めて優れた生物学的活性を有しているということを示
している。
【０２１４】
　実施例Ｋ：　ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）（インゲン
マメ）に対するインビボ保護試験
　　　　溶媒：　　２４．５重量部のアセトン
　　　　　　　　　２４．５重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　　　　乳化剤：　　　　１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２１５】
　予防活性について試験するために、幼植物に、活性化合物の該調製物を噴霧する。噴霧
による被膜が乾燥した後、増殖したボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅ
ｒｅａ）で覆われている寒天の小片２個を各葉の上に置く。その接種された植物を、２０
℃で相対大気湿度１００％の暗室の中に置く。
【０２１６】
　上記接種の２日後に、当該葉の表面上の病斑の寸法について評価する。０％は、処理さ
れていない対照の効力に相当する効力を意味し、１００％の効力は、病害が観察されない
ことを意味する。
【０２１７】
　これらの条件下、表Ｊの下記化合物を活性成分の薬量１００ｐｐｍで用いて、優れた保
護（少なくとも９５％）から完全な保護までが観察される：
　表Ｋ：
【０２１８】
【表２２】
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